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特定の研究計画書によらない学術論文

　次に示す論文は特定の研究計画書に基づく調査結果ではなく、おおむね外部の研究者との共同研究によ

るもの、あるいは放影研を著者とする論文、ならびに予備調査に基づく論文である。従って、特定の調査

研究課題の章に含めていないので、ここで部別にリストした。

理事および主席研究員
�� Shore RE: Lessons from Fukushima: Scientists need to 

communicate better. Bull World Health Organ 2013 (June); 

91(6):396–7.

�� Walsh L, Shore RE, Auvinen A, Jung T, Wakeford R: 

Re: Cancer risk in 680 000 people exposed to computed 

tomography scans in childhood or adolescence: Data linkage 

study of 11 million Australians [letter]. BMJ 2013 (June 4). 

Available from: http://www.bmj.com/content/346/bmj.f2360/

rr/648506

�� Wondergem J, Boerma M, Kodama K, Stewart FA, Trott 

KR: Cardiovascular ef fects after low-dose exposure and 

radiotherapy: What research is needed? Radiat Environ 

Biophys 2013 (November); 52(4):425–34.

臨床研究部（広島）
�� Arataki K, Hayes CN, Akamatsu S, Akiyama R, Abe H, 

Tsuge M, Miki D, Ochi H, Hiraga N, Imamura M, Takahashi 

S, Aikata H, Kawaoka T, Kawakami H, Ohishi W, Chayama 

K: Circulating microRNA-22 correlates with microRNA-122 

and represents viral replication and liver injury in patients 

with chronic hepatitis B. J Med Virol 2013 (May); 85(5):789–

98.

�� Hammer GP, Scheidemann-Wesp U, Samkange-Zeeb F, 

Wicke H, Neriishi K, Blettner M: Occupational exposure to 

low doses of ionizing radiation and cataract development: A 

systematic literature review and perspectives on future 

studies. Radiat Environ Biophys 2013 (August); 52(3):303–19.

遺伝学部
�� Nakamura N, Suyama A, Noda A, Kodama Y: Radiation 

effects on human heredity. Annu Rev Genet 2013 (November); 

47:33–50. （CR 2-12）

放射線生物学／分子疫学部
�� 楠 洋一郎：フローサイトメトリー活用のためのコツと

ピットフォール―臨床研究で実際に注意すべき基本的ポイ

ント。医学のあゆみ 2013 (June); 245(12):981–5.

�� Sueoka E, Sueoka-Aragane N, Sato A, Ide M, Nakamura 

H, Sotomaru Y, Taya C, Yonekawa H, Kitagawa T, Kubota Y, 

Kimura S, Nakachi K, Tanimoto K: Development of 

lymphoproliferative diseases by hypoxia inducible factor-

1alpha is associated with prolonged lymphocyte survival. 

PLoS ONE 2013 (April); 8(4):e57833.

�� 吉田健吾：mTORシグナル経路が関わるヒト老化メカニ

ズムと放射線被曝。放射線生物研究 2013 (September); 

48(3):297–305.

統計部
�� Cologne JB: Probabilistic interpretation of data: A 

physicist’s approach by Guthrie Miller [Book review]. Health 

Phys 2013 (December); 105(6):576–7.
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主席研究員
�� Ullrich RL、Weil MM、Stor y M、Yu Y、Vargas G、

Nilsson C、Emmett MR。放射線発がん専門研究センター。
NASAヒト研究プログラム研究者ワークショップ、2014年
2月 11－13日。米国テキサス州ガルベストン

臨床研究部（長崎）
��赤星正純。原爆被爆の長期予後：広島・長崎原爆後の長

期非がん疾患の増加。第 36回欧州骨髄移植学会年次総会、
2013年 4月 7－10日。英国ロンドン

遺伝学部
��浅川順一。Whole exome sequencingを用いた放射線の

遺伝的影響調査。第 3回 NGS現場の会研究会、2013年 9

月 4－5日。神戸

放射線生物学／分子疫学部
��多賀正尊、向井真弓、小山和章、伊藤玲子、三角宗近、

中地 敬、楠 洋一郎、安井 弥、濱谷清裕。予備的研究：原

爆被爆者肺腺がんにおける ALK遺伝子再配列の解析。第
54回原子爆弾後障害研究会、2013年 6月 2日。広島

特定の研究計画書によらない学会発表

　次の学会発表は特定の研究計画書に関連していないが予備調査に基づくもの、または外部機関との共同

研究あるいは全般的な研究情報である。部別にリストした。

疫学部
��小笹晃太郎、定金敦子、福島若葉、大藤さとこ。ワクチ

ンによるインフルエンザの予防と対策に関する啓発。第 72

回日本公衆衛生学会総会、2013年 10月 23－25日。津

情報技術部
��片山博昭。セミパラチンスク旧ソ連核実験場近郊の死亡

動向と甲状腺がんに関するリスク調査。セミパラチンスク

旧核実験場近郊の健康影響に関する会議、2013年 5月 6－
8日。フランス、リヨン

��片山博昭、井岡亜希子、津熊秀明、松田智大、「がん予

防対策のためのがん罹患・死亡動向の実態把握の研究」班。

日本におけるがん登録標準化への取り組みと情報の活用。

第 5回国際がん対策学会、2013年 11月 3－6日。ペルー、

リマ

主席研究員室付
��高橋規郎。放射線の遺伝学的影響―原爆被爆者の子供の

調査からの知見。2013年放射線疫学調査報告会、2013年
12月 19日。東京
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中島栄二　放射線影響研究所統計部副部長、第 276回広島

統計談話会、演題「低線量域に重きを置いた放射線量反応

推定：原爆被爆者データへの制限付き三次スプライン・モ

デルの応用」4月 19日

Robert L. Ullrich　米国テキサス大学医学部放射線腫瘍学

科および生化学／分子生物学科教授兼 John Sealy記念がん

生物学教授、同大学 Sealyがん生物学研究所長、演題「放

射線誘発がんを理解するためのマウスとヒトにおける研究」
4月 22日

Olivia M. Pereira-Smith　テキサス大学サンアントニオ校
Barshop長寿・老化研究所名誉教授、演題「細胞の老化機

構の研究、過去と将来展望」6月 4日

伊森晋平　広島大学大学院理学研究科数学専攻博士課程後

期、第 277回広島統計談話会、演題「高次元データにおけ

る新たなモデル選択方法」6月 7日

Jennifer G. Le-Rademacher　米国ウィスコンシン医科大

学生物統計学部門助教、演題「シンボリックデータ解析：

主成分分析の一例」6月 20日

若木宏文　広島大学大学院理学研究科教授、第 278回広島

統計談話会、演題「多変量線形回帰モデルの説明変数選択

に関する AICの一致性（説明変数の個数が多い場合）」6月
28日

黒川　顕　東京工業大学大学院生命理工研究科生命情報専

攻、演題「メタゲノミクスの現状と将来」9月 27日

山田拓司　東京工業大学大学院生命理工研究科生命情報専

攻、演題「臨床応用ヘ向けたメタゲノム解析」9月 27日

John B. Cologne　放射線影響研究所統計部主任研究員、

第 279回広島統計談話会、演題「コホート追跡調査の Cox

回帰分析での基礎時間尺度」9月 27日

Helmut Durchschlag　ドイツ、レーゲンスブルク大学生

物物理・物理生化学研究所生物学・前臨床医学部（現）上

級講師・研究員、（元）学術院長、演題「眼成分への影響

を中心にした放射線の生体分子影響について」9月 30日

William J. Schull　米国 Schull協会会長、元放影研役員、

演題「与えられたもの（日米研究者養成における ABCC－

放影研の貢献）」10月 30日

Daniel O. Stram　米国南カリフォルニア大学予防医学部

生物統計部門教授、放影研統計部顧問、演題「ゲノムワイ

ド関連解析（GWAS）の当面の課題」11月 14日

H. Dean Hosgood　米国アルベルト・アインシュタイン

医学校疫学・公衆衛生学部助教、演題「がん疫学における

遺伝的リスク要因および遺伝子・環境因子の相互作用」11

月 18日

Maria Blettner　ドイツ、ヨハネス・グーテンベルク大学

（マインツ大学）医療生物測定・疫学・インフォマティク

ス研究所（IMBEI）所長、演題「低線量放射線被曝の小児

における健康影響：最近のコホート研究の結果について」
11月 27日

栁原宏和　広島大学大学院理学研究科准教授、第 280回広

島統計談話会、演題「正規性を仮定した高次元多変量線形

回帰モデルにおける対数尤度に基づく情報量規準が実際に

は正規性が満たされていない状況下で一致性を持つための

条件」11月 29日

Young Min Kim　放射線影響研究所統計部研究員、第 281

回広島統計談話会、演題「時系列のための進行ブロック経

験尤度法」12月 13日

伊藤　敦　東海大学工学部原子力工学科教授、演題「放射

線の細胞に与える影響：ローカルエネルギー付与機構」12

月 25日

所内学術講演およびセミナー
2013 年 4月 1日－2014 年 3月 31 日

　本年度、以下の口頭発表（日付順）が研究所内外の研究者によって放影研広島研究所で行われた。
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放影研職員の受賞
2013 年 4月 1日－2014 年 3月 31 日

秋田市で開催された第 22回地域がん登録全国協議会学術

集会で、杉山裕美広島疫学部腫瘍組織登録室室長代理が平

成 25年度学術奨励賞を受賞。6月 14日

同じく第 22回地域がん登録全国協議会において、地域が

ん登録中央登録室の実務者で一定の技術レベルを達成した

者に与えられる実務功労者表彰を、中村さおり広島疫学部

腫瘍組織登録室職員が受賞。6月 14日

放影研研究懇話会

　放影研研究懇話会（コロキウム）は、正式なセミナーで

はなく、主として現在進行中あるいは予備的研究について

発表し、所内研究者からの建設的な意見を得ることを目的

とする。

野田朝男　遺伝学部副部長、演題「放射線で突然変異が起

こると細胞が生きたまま光るマウスの作製」4月 26日

伊藤玲子　放射線生物学／分子疫学部細胞生物学研究室副

主任研究員、演題「原爆被爆者の大腸がんにおけるマイク

ロサテライト不安定性とそれにかかわる遺伝子の変異」5

月 17日

世羅至子　長崎臨床研究部副主任研究員、演題「放射線と

慢性腎臓病」6月 21日

杉山裕美　疫学部腫瘍組織登録室室長代理、演題「胎内原

爆被爆者における死亡率、 1950－2008」8月 23日

三角宗近　統計部研究員、演題「ゲノム研究の現場̶RERF

の今後の研究のために」9月 27日

児玉和紀　主席研究員、生物試料センター長、演題「生物

試料センター業務進捗状況報告」10月 4日

濱﨑幹也　遺伝学部研究員、演題「胎仔放射線被曝により

生じる染色体異常の頻度は組織によって異なる」11月 15

日

林　奉権　放射線生物学／分子疫学部副部長、演題「原爆

被爆者におけるインフルエンザワクチン効果調査：本格調

査の結果」12月 20日

今泉美彩　長崎臨床研究部放射線科長兼臨床検査科長、演

題「若年被爆者の甲状腺調査」1月 17日
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平
成

25
年
度

 外
部
資
金
研
究
一
覧
表

外
 部

 機
 関

 名
 称

件
 数

研
究
資
金

（
資
金
拠
出
機
関
か
ら
の
入
金
額
）

厚
生
労
働
省

 7
¥7

,4
00

,0
00

独
立
行
政
法
人

 日
本
学
術
振
興
会
（
文
部
科
学
省
所
管
の
独
立
行
政
法
人
）

16
¥7

5,
75

0,
00

0

公
益
財
団
法
人

 原
子
力
安
全
研
究
協
会
（
環
境
省
委
託
事
業
の
受
託
機
関
）

 1
¥4

,4
12

,8
69

公
益
信
託

 日
本
動
脈
硬
化
予
防
研
究
基
金

 1
¥1

,8
79

,6
67

（
前
年
度
繰
越
金
）*

公
益
財
団
法
人

 喫
煙
科
学
研
究
財
団

 1
¥2

,0
00

,0
00

国
立
遺
伝
学
研
究
所

 1
¥7

44
,0

00

公
益
財
団
法
人

 日
本
心
臓
財
団

 1
¥3

00
,0

00

米
国
国
立
が
ん
研
究
所
（

N
C

I ）
契
約

 1
¥1

7,
56

6,
46

1

米
国
国
立
ア
レ
ル
ギ
ー
感
染
症
研
究
所

 1
¥1

54
,6

06
,0

42

総
 合

 計
30

¥2
64

,6
59

,0
39

注
）
・
間
接
費
を
含
む
。

　
　
・
研
究
分
担
者
の
配
分
額
を
含
む
。

　
　
・
複
数
の
部
の
研
究
員
が
一
つ
の
包
括
的
な
外
部
資
金
に
よ
っ
て
個
別
に
資
金
を
受
領
し
て
い
る
場
合
が
幾
つ
か
あ
る
。

　
　
　
こ
の
よ
う
な
場
合
、
こ
れ
ら
個
別
の
資
金
を
複
数
の
外
部
資
金
と
し
て
数
え
て
い
る
。

　
　
*  
研
究
費
の
受
け
入
れ
は
、
平
成

24
年
度
で
終
了
し
て
い
る
。
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平
成

25
年
度
　
外
部
資
金
研
究
一
覧
表

研
究
の
タ
イ
ト
ル

委
託
組
織
の
名
前
と
場
所
お
よ
び

 
研
究
グ
ル
ー
プ
の
チ
ー
フ
ま
た
は
担
当
の
主
任
研
究
者

放
影
研
に
お
け
る
研
究
分
担
者

期
 間

研
究
資
金

臨
床
研
究
部
（
広
島
）

脂
肪
性
肝
疾
患
の
進
展
促
進
要
因
に
関
す
る
前

向
き
コ
ホ
ー
ト
研
究

日
本
学
術
振
興
会
　
科
学
研
究
費
助
成
事
業

「
基
盤
研
究
（

C
）」

研
究
代
表
者
　
大
石
　
和
佳
　
放
射
線
影
響
研
究
所
臨
床
研
究
部
部
長
代
理

20
13
年

4
月

1
日
－

20
14
年

3
月

31
日

直
接
経
費

¥6
00

,0
00

間
接
経
費

¥1
80

,0
00

特
定
健
診
・
保
健
指
導
に
お
け
る
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
診
断
・
管
理
の
エ
ビ
デ
ン

ス
創
出
に
関
す
る
横
断
・
縦
断
研
究

厚
生
労
働
省
　
厚
生
労
働
科
学
研
究
費
補
助
金

「
循
環
器
疾
患
・
糖
尿
病
等
生
活
習
慣
病
対
策
総
合
研
究
事
業
」

研
究
代
表
者
　
門
脇
　
孝
　
東
京
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
教
授

山
田
　
美
智
子

研
究
協
力
者
　
立
川
　
佳
美

20
13
年

4
月

1
日
－

20
14
年

3
月

31
日

¥1
,1

00
,0

00

大
規
模
コ
ホ
ー
ト
共
同
研
究
の
発
展
に
よ
る
危

険
因
子
管
理
の
優
先
順
位
の
把
握
と
個
人
リ
ス

ク
評
価
に
関
す
る
エ
ビ
デ
ン
ス
の
構
築

厚
生
労
働
省
　
厚
生
労
働
科
学
研
究
費
補
助
金

「
循
環
器
疾
患
・
糖
尿
病
等
生
活
習
慣
病
対
策
総
合
研
究
事
業
」

研
究
代
表
者
　
岡
村
　
智
教
　
慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
　
教
授

山
田
　
美
智
子

20
13
年

4
月

1
日
－

20
14
年

3
月

31
日

¥2
,1

00
,0

00

成
人
健
康
調
査
集
団
に
お
け
る
動
脈
硬
化
・
認

知
症
な
ら
び
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A
D

L
の
評
価

公
益
信
託
　
日
本
動
脈
硬
化
予
防
研
究
基
金

研
究
組
織
委
員
長
　
上
島
　
弘
嗣
　
滋
賀
医
科
大
学
生
活
習
慣
病
予
防
セ

ン
タ
ー
特
任
教
授

研
究
代
表
者
　
山
田
　
美
智
子
　
放
射
線
影
響
研
究
所
臨
床
研
究
部
健
診

科
長

20
13
年

4
月

1
日
－

20
14
年

3
月

31
日

¥1
,8

79
,6
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前
年
度
か
ら
の
繰

越
（
研
究
費
の
受

け
入
れ
は

20
12

年
度
で
終
了
）

広
島
大
学
の
共
同

研
究
者
へ
の
配
分

額
は
、
上
記
の
研

究
資
金
に
含
ま
れ

て
い
る
。

放
射
線
被
曝
が
動
脈
硬
化
性
疾
患
発
症
に
及
ぼ

す
影
響

日
本
学
術
振
興
会
　
科
学
研
究
費
助
成
事
業

「
若
手
研
究
（

B
）」

研
究
代
表
者
　
立
川
　
佳
美
　
放
射
線
影
響
研
究
所
臨
床
研
究
部
健
診
科

副
主
任
研
究
員

20
13
年

4
月

1
日
－

20
14
年

3
月

31
日

直
接
経
費

¥6
00

,0
00

間
接
経
費

¥1
80

,0
00

禁
煙
に
よ
る
動
脈
硬
化
性
疾
患
予
防
効
果
は
禁

煙
後
の
体
重
変
化
の
影
響
を
上
回
る
か
―

30
年
の
縦
断
調
査
に
基
づ
く
検
討

公
益
財
団
法
人

 日
本
心
臓
財
団

ア
ス
テ
ラ
ス
・
フ
ァ
イ
ザ
ー

「
動
脈
硬
化

U
pd

at
e 」
研
究
助
成

研
究
代
表
者
　
高
橋
　
郁
乃
　
放
射
線
影
響
研
究
所
臨
床
研
究
部
臨
床
検

査
科
研
究
員

20
13
年

9
月

1
日
－

20
14
年

3
月

31
日

¥3
00

,0
00
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平
成

25
年
度
　
外
部
資
金
研
究
一
覧
表

研
究
の
タ
イ
ト
ル

委
託
組
織
の
名
前
と
場
所
お
よ
び

 
研
究
グ
ル
ー
プ
の
チ
ー
フ
ま
た
は
担
当
の
主
任
研
究
者

放
影
研
に
お
け
る
研
究
分
担
者

期
 間

研
究
資
金

遺
伝
学
部

個
体
内
に
お
け
る
電
離
放
射
線
誘
発
突
然
変
異

成
立
過
程
の
解
明

日
本
学
術
振
興
会
　
科
学
研
究
費
助
成
事
業

「
基
盤
研
究
（

S ）
」

研
究
代
表
者
　
三
谷
　
啓
志
　
東
京
大
学
大
学
院
新
領
域
創
成
科
学
研
究

科
教
授

野
田
　
朝
男

20
13
年

4
月

1
日
－

20
14
年

3
月

31
日

直
接
経
費

¥1
,8

00
,0

00
間
接
経
費

¥5
40

,0
00

高
密
度
マ
イ
ク
ロ
ア
レ
イ

C
G

H
 法
を
用
い
た

原
爆
放
射
線
の
遺
伝
的
影
響
調
査

日
本
学
術
振
興
会
　
科
学
研
究
費
助
成
事
業

「
基
盤
研
究
（

B
）」

研
究
代
表
者
　
小
平
　
美
江
子
　
放
射
線
影
響
研
究
所
遺
伝
学
部
遺
伝
生

化
学
研
究
室
長

浅
川
　
順
一

古
川
　
恭
治
（
統
計
部
）

連
携
研
究
者
　
中
村
　
典
（
同
部
顧

問
）

20
13
年

4
月

1
日
－

20
14
年

3
月

31
日

直
接
経
費

¥2
,1

00
,0

00
間
接
経
費

¥6
30

,0
00

日
本
人
に
特
有
な

X
PA
遺
伝
子
創
始
者
変
異

ヘ
テ
ロ
保
因
者
の
皮
膚
が
ん
リ
ス
ク
の
評
価

日
本
学
術
振
興
会
　
科
学
研
究
費
助
成
事
業

「
基
盤
研
究
（

C
）」

研
究
代
表
者
　
平
井
　
裕
子
　
放
射
線
影
響
研
究
所
遺
伝
学
部
細
胞
遺
伝

学
研
究
室
研
究
員

児
玉
　
喜
明

中
村
　
典
（
同
部
顧
問
）

20
13
年

4
月

1
日
－

20
14
年

3
月

31
日

直
接
経
費

¥1
,1

00
,0

00
間
接
経
費

¥3
30

,0
00

次
世
代
シ
ー
ク
エ
ン
サ
ー
を
用
い
た
放
射
線
の

ラ
ッ
ト
未
熟
卵
母
細
胞
に
及
ぼ
す
遺
伝
的
影
響

評
価

日
本
学
術
振
興
会
　
科
学
研
究
費
助
成
事
業

「
基
盤
研
究
（

C
）」

研
究
代
表
者
　
佐
藤
　
康
成
　
放
射
線
影
響
研
究
所
遺
伝
学
部
遺
伝
生
化

学
研
究
室
研
究
員

小
平
　
美
江
子

浅
川
　
順
一

連
携
研
究
者
　
中
村
　
典
（
同
部
顧

問
）

20
13
年

4
月

1
日
－

20
14
年

3
月

31
日

直
接
経
費

¥1
00

,0
00

間
接
経
費 ¥3

0,
00

0

胎
児
期
被
ば
く
マ
ウ
ス
に
生
じ
る
染
色
体
異
常

の
組
織
に
よ
る
違
い
の
解
明

日
本
学
術
振
興
会
　
科
学
研
究
費
助
成
事
業

「
若
手
研
究
（

B
）」

研
究
代
表
者
　
濱
崎
　
幹
也
　
放
射
線
影
響
研
究
所
遺
伝
学
部
細
胞
遺
伝

学
研
究
室
研
究
員

20
13
年

4
月

1
日
－

20
14
年

3
月

31
日

直
接
経
費

¥1
,2

00
,0

00
間
接
経
費

¥3
60

,0
00

In
 v

iv
o ,

 in
 s

itu
突
然
変
異
検
出
系
を
用
い
た

環
境
お
よ
び
放
射
線
リ
ス
ク
評
価

日
本
学
術
振
興
会
　
科
学
研
究
費
助
成
事
業

「
基
盤
研
究
（

S ）
」

研
究
代
表
者
　
野
田
　
朝
男
　
放
射
線
影
響
研
究
所
遺
伝
学
部
副
部
長

濱
﨑
　
幹
也

20
13
年

4
月

1
日
－

20
14
年

3
月

31
日

直
接
経
費

¥3
5,

90
0,

00
0

間
接
経
費

¥1
0,

77
0,

00
0

他
機
関
（
東
京
大

学
、
大
阪
大
学
、

茨
城
大
学
）
の
研

究
分
担
者
へ
の
配

分
額
は
、
上
記
の

研
究
資
金
に
含
ま

れ
て
い
る
。
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平
成

25
年
度
　
外
部
資
金
研
究
一
覧
表

研
究
の
タ
イ
ト
ル

委
託
組
織
の
名
前
と
場
所
お
よ
び

 
研
究
グ
ル
ー
プ
の
チ
ー
フ
ま
た
は
担
当
の
主
任
研
究
者

放
影
研
に
お
け
る
研
究
分
担
者

期
 間

研
究
資
金

遺
伝
学
部

放
射
線
に
よ
り
生
じ
る
修
復
不
能
な

D
SB
の

特
異
的
定
量
法
開
発

日
本
学
術
振
興
会
　
科
学
研
究
費
助
成
事
業

「
挑
戦
的
萌
芽
研
究
」

研
究
代
表
者
　
野
田
　
朝
男
　
放
射
線
影
響
研
究
所
遺
伝
学
部
副
部
長

20
13
年

4
月

1
日
－

20
14
年

3
月

31
日

直
接
経
費

¥1
,7

00
,0

00
間
接
経
費

¥5
10

,0
00

放
射
線
生
物
学
／
分
子
疫
学
部

原
爆
被
爆
者
に
お
け
る
免
疫
老
化
と
そ
の
他
の

放
射
線
被
曝
後
影
響
の
調
査

米
国
国
立
ア
レ
ル
ギ
ー
感
染
症
研
究
所

主
任
研
究
者
　
中
地
　
敬
　
放
射
線
影
響
研
究
所
顧
問

共
同
主
任
研
究
者
　
楠
　
洋
一
郎
　
放
射
線
影
響
研
究
所
放
射
線
生
物
学
／

分
子
疫
学
部
長
、
林
　
奉
権
　
放
射
線
影
響
研
究
所
放
射
線
生
物
学
／

分
子
疫
学
部
副
部
長

R
ob

er
t L

. U
llr

ic
h （
主
席
研
究
員
）

京
泉
　
誠
之

伊
藤
　
玲
子

梶
村
　
順
子

吉
田
　
健
吾

大
石
　
和
佳
（
臨
床
研
究
部
）

小
笹
　
晃
太
郎
（
疫
学
部
）

古
川
　
恭
治
（
統
計
部
）

三
角
　
宗
近
（
統
計
部
）

20
09
年

10
月

1
日
－

20
14
年

9
月

30
日

直
接
経
費

¥1
36

,5
10

,8
19

間
接
経
費

¥1
8,

09
5,

22
3

原
爆
被
爆
者
の
長
期
追
跡
に
基
づ
く
炎
症
関
連

疾
患
発
生
の
分
子
疫
学
研
究

日
本
学
術
振
興
会
　
科
学
研
究
費
助
成
事
業

「
基
盤
研
究
（

B
）」

研
究
代
表
者
　
林
　
奉
権
　
放
射
線
影
響
研
究
所
放
射
線
生
物
学
／
分
子

疫
学
部
副
部
長

連
携
研
究
者
　
中
地
　
敬
（
放
影
研

顧
問
）、
小
川
　
貴
彦

20
13
年

4
月

1
日
－

20
14
年

3
月

31
日

直
接
経
費

¥4
,4

00
,0

00
間
接
経
費

¥1
,3

20
,0

00
東
京
大
学
の
研
究

分
担
者
へ
の
配
分

額
は
、
上
記
の
研

究
資
金
に
含
ま
れ

て
い
る
。

放
射
線
障
害
と
宿
主
要
因
か
ら
み
た
発
が
ん
の

分
子
基
盤
と
そ
の
臨
床
応
用
に
関
す
る
研
究

厚
生
労
働
省
　
厚
生
労
働
科
学
研
究
費
補
助
金

「
第

3
次
対
が
ん
総
合
戦
略
研
究
事
業
」

研
究
代
表
者
　
安
井
　
弥
　
広
島
大
学
大
学
院
医
歯
薬
保
健
学
研
究
院
分

子
病
理
学
研
究
室
教
授

楠
　
洋
一
郎

 
林
　
奉
権

20
13
年

4
月

1
日
－

20
14
年

3
月

31
日

¥2
,2

00
,0

00

喫
煙
の
免
疫
お
よ
び
炎
症
関
連
生
体
指
標
と
生

活
習
慣
病
発
生
に
及
ぼ
す
影
響
の
分
子
疫
学
研

究

公
益
財
団
法
人

 喫
煙
科
学
研
究
財
団

研
究
代
表
者
　
　
林
　
奉
権
　
放
射
線
影
響
研
究
所
放
射
線
生
物
学
／
分

子
疫
学
部
副
部
長

20
13
年

4
月

1
日
－

20
14
年

3
月

31
日

¥2
,0

00
,0

00

低
線
量
放
射
線
は
心
血
管
疾
患
発
症
の
原
因
と

成
り
う
る
か
？
低
動
物
実
験
に
よ
る
検
証

公
益
財
団
法
人
　
日
本
原
子
力
安
全
研
究
協
会

環
境
省
「
平
成

25
年
度
原
子
力
災
害
影
響
調
査
等
事
業
（
放
射
線
の
健
康

影
響
に
係
る
研
究
調
査
事
業
）」

研
究
代
表
者
　
丹
羽
　
保
晴
　
放
射
線
影
響
研
究
所
放
射
線
生
物
学
／
分

子
疫
学
部
細
胞
生
物
学
研
究
室
副
主
任
研
究
員

研
究
協
力
者
　
高
橋
　
規
郎
（
主
席

研
究
員
室
付
顧
問
）

大
石
　
和
佳
（
臨
床
研
究
部
）

三
角
　
宗
近
（
統
計
部
）

研
究
参
加
者
　
村
上
　
秀
子

20
13
年

6
月

18
日
－

20
14
年

3
月

20
日

¥4
,4

12
,8

69
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平
成

25
年
度
　
外
部
資
金
研
究
一
覧
表

研
究
の
タ
イ
ト
ル

委
託
組
織
の
名
前
と
場
所
お
よ
び

 
研
究
グ
ル
ー
プ
の
チ
ー
フ
ま
た
は
担
当
の
主
任
研
究
者

放
影
研
に
お
け
る
研
究
分
担
者

期
 間

研
究
資
金

放
射
線
生
物
学
／
分
子
疫
学
部

放
射
線
甲
状
腺
発
が
ん
に
お
け
る

E
M

L4
-A

LK
融
合
遺
伝
子
の
生
物
学
的
役
割
に
関
す
る
研
究

日
本
学
術
振
興
会
　
科
学
研
究
費
助
成
事
業

「
基
盤
研
究
（

C
）」

研
究
代
表
者
　
濱
谷
　
清
裕
　
放
射
線
影
響
研
究
所
放
射
線
生
物
学
／
分

子
疫
学
部
細
胞
生
物
学
研
究
室
研
究
員

伊
藤
　
玲
子

20
13
年

4
月

1
日
－

20
14
年

3
月

31
日

直
接
経
費

¥1
,7

00
,0

00
間
接
経
費

¥5
10

,0
00

韓
国
と
日
本
の
婦
人
科
が
ん
発
生
お
よ
び
放
射

線
治
療
成
果
と
の
関
連
の
分
子
疫
学
研
究

日
本
学
術
振
興
会
　
二
国
間
交
流
事
業

韓
国
と
の
共
同
研
究
（

N
R

F ）
研
究
代
表
者
　
林
　
奉
権
　
放
射
線
影
響
研
究
所
放
射
線
生
物
学
／
分
子

疫
学
部
副
部
長

連
携
研
究
者
　
大
石
　
和
佳
（
臨
床

研
究
部
）、
中
地
　
敬
（
放
影
研
顧

問
）

研
究
協
力
者
　
胡
　
軼
群
、

K
im

 
Yo

un
g 

M
in
（
統
計
部
）

20
13
年

7
月

1
日
－

20
14
年

3
月

31
日

¥1
,0

00
,0

00

ゲ
ノ
ム
損
傷
応
答
と
造
血
幹
細
胞
機
能
に
か
か

わ
る
分
子
経
路
探
索
法
の
確
立

国
立
遺
伝
学
研
究
所

20
13
年
度
大
学
共
同
利
用
機
関
法
人
情
報
・
シ
ス
テ
ム
研
究
機
構

「
共
同
研
究
（

B
）」

研
究
代
表
者
　
吉
田
　
健
吾
　
放
射
線
影
響
研
究
所
放
射
線
生
物
学
／
分

子
疫
学
部
免
疫
学
研
究
室
研
究
員

楠
　
洋
一
郎

林
　
奉
権

三
角
　
宗
近
（
統
計
部
）

20
13
年

4
月

1
日
－

20
14
年

3
月

31
日

¥7
44

,0
00

疫
学
部
（
広
島
）

原
爆
被
爆
者
の
乳
が
ん
に
関
す
る
免
疫
組
織
学

的
疫
学
研
究

日
本
学
術
振
興
会
　
科
学
研
究
費
助
成
事
業

「
基
盤
研
究
（

C
）」

研
究
代
表
者
　
小
笹
　
晃
太
郎
　
放
射
線
影
響
研
究
所
疫
学
部
長

20
13
年

4
月

1
日
－

20
14
年

3
月

31
日

直
接
経
費

¥1
00

,0
00

間
接
経
費 ¥3

0,
00

0

予
防
接
種
に
関
す
る
ワ
ク
チ
ン
の
有
効
性
・
安

全
性
等
に
つ
い
て
の
分
析
疫
学
研
究

厚
生
労
働
省
　
厚
生
労
働
科
学
研
究
費
補
助
金

「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
新
興
・
再
興
感
染
症
研
究
事
業
」

研
究
代
表
者
　
廣
田
　
良
夫
　
大
阪
市
立
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科
教
授

小
笹
　
晃
太
郎

2 0
13
年

4
月

1
日
－

20
14
年

3
月

31
日

¥4
00

,0
00

が
ん
の
実
態
把
握
と
が
ん
情
報
の
発
信
に
関
す

る
研
究

厚
生
労
働
省
　
厚
生
労
働
科
学
研
究
費
補
助
金

「
第

3
次
対
が
ん
総
合
戦
略
研
究
事
業
」

研
究
代
表
者
　
祖
父
江
　
友
孝
　
大
阪
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
社
会

環
境
医
学
講
座
教
授

杉
山
　
裕
美

20
13
年

4
月

1
日
－

20
14
年

3
月

31
日

¥8
00

,0
00

疫
学
部
（
長
崎
）

が
ん
の
実
態
把
握
と
が
ん
情
報
の
発
信
に
関
す

る
研
究

厚
生
労
働
省
　
厚
生
労
働
科
学
研
究
費
補
助
金

「
第

3
次
対
が
ん
総
合
戦
略
研
究
事
業
」

研
究
代
表
者
　
祖
父
江
　
友
孝
　
大
阪
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
社
会

環
境
医
学
講
座
教
授

早
田
　
み
ど
り

20
13
年

4
月

1
日
－

20
14
年

3
月

31
日

¥8
00

,0
00
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平
成

25
年
度
　
外
部
資
金
研
究
一
覧
表

研
究
の
タ
イ
ト
ル

委
託
組
織
の
名
前
と
場
所
お
よ
び

 
研
究
グ
ル
ー
プ
の
チ
ー
フ
ま
た
は
担
当
の
主
任
研
究
者

放
影
研
に
お
け
る
研
究
分
担
者

期
 間

研
究
資
金

情
報
技
術
部

セ
ミ
パ
ラ
チ
ン
ス
ク
旧
核
実
験
場
近
郊
住
民
を

対
象
と
し
た
疫
学
解
析
用
統
一
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

構
築

日
本
学
術
振
興
会
　
科
学
研
究
費
助
成
事
業

「
基
盤
研
究
（

B
）」

研
究
代
表
者
　
片
山
　
博
昭
　
放
射
線
影
響
研
究
所
情
報
技
術
部
長

20
13
年

4
月

1
日
－

20
14
年

3
月

31
日

直
接
経
費

¥4
,1

00
,0

00
間
接
経
費

¥1
,2

30
,0

00
他
機
関
（
広
島
大

学
、
金
沢
大
学
、

島
根
大
学
）
の
研

究
分
担
者
へ
の
配

分
額
は
、
上
記
の

研
究
資
金
に
含
ま

れ
て
い
る
。

カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の
セ
ミ
パ
ラ
チ
ン
ス
ク
核
実
験

場
や
ウ
ラ
ン
鉱
山
地
域
の
被
ば
く
線
量
評
価
と

健
康
影
響

日
本
学
術
振
興
会
　
科
学
研
究
費
助
成
事
業

「
基
盤
研
究
（

B
）」

研
究
代
表
者
　
星
　
正
治
　
広
島
大
学
原
爆
放
射
線
医
科
学
研
究
所
名
誉

教
授

片
山
　
博
昭

20
13
年

4
月

1
日
－

20
14
年

3
月

31
日

直
接
経
費

¥3
00

,0
00

間
接
経
費 ¥9

0,
00

0

が
ん
の
実
態
把
握
と
が
ん
情
報
の
発
信
に
関
す

る
研
究

厚
生
労
働
省
　
厚
生
労
働
科
学
研
究
費
補
助
金

「
第

3
次
対
が
ん
総
合
戦
略
研
究
事
業
」

研
究
代
表
者
　
祖
父
江
　
友
孝
　
大
阪
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
社
会

環
境
医
学
講
座
教
授

研
究
協
力
者
　
片
山
　
博
昭

20
13
年

4
月

1
日
－

20
14
年

3
月

31
日

研
究
協
力
者
の
た

め
、
研
究
資
金
の

配
分
な
し
。

そ
の
他
原
爆
被
爆
者
に
お
け
る
が
ん
の
疫
学
的
研
究
支

援
米
国
国
立
が
ん
研
究
所
（

N
C

I ）
契
約

米
国
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
州
ベ
セ
ス
ダ
、
米
国
国
立
が
ん
研
究
所

N
C

I 契
約
　

N
01

-C
P-

31
01

2
主
任
研
究
者
　
児
玉
　
和
紀
　
放
射
線
影
響
研
究
所
主
席
研
究
員

共
同
主
任
研
究
者
　

R
oy

 E
. S

ho
re
　
放
射
線
影
響
研
究
所
副
理
事
長
兼

業
務
執
行
理
事

中
村
　
典
（
遺
伝
学
部
顧
問
）

早
田
　
み
ど
り
（
長
崎
疫
学
部
）

H
ar

ry
 M

. C
ul

lin
gs
（
統
計
部
）

古
川
　
恭
治
（
統
計
部
）

片
山
　
博
昭
（
情
報
技
術
部
）

平
井
　
裕
子
（
遺
伝
学
部
）

楠
　
洋
一
郎
（
放
射
線
生
物
学
／
分

子
疫
学
部
）

濱
谷
　
清
裕
（
放
射
線
生
物
学
／
分

子
疫
学
部
）

20
08
年

1 2
月

1
日
－

20
14
年

1
月

31
日

直
接
経
費

¥1
2,

22
4,

43
3

間
接
経
費

¥5
,3

42
,0

28
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平
成

25
年
度
　
外
部
資
金
研
究
一
覧
表

研
究
の
タ
イ
ト
ル

委
託
組
織
の
名
前
と
場
所
お
よ
び

 
研
究
グ
ル
ー
プ
の
チ
ー
フ
ま
た
は
担
当
の
主
任
研
究
者

放
影
研
に
お
け
る
研
究
分
担
者

期
 間

研
究
資
金

そ
の
他
放
射
線
被
曝
は
循
環
器
疾
患
の
リ
ス
ク
を
上
昇

さ
せ
る
か
？
―
動
物
実
験
に
よ
る
検
証

日
本
学
術
振
興
会
　
科
学
研
究
費
助
成
事
業

「
基
盤
研
究
（

C
）」

研
究
代
表
者
　
高
橋
　
規
郎
　
放
射
線
影
響
研
究
所
主
席
研
究
員
室
付
顧
問

大
石
　
和
佳
（
臨
床
研
究
部
）

丹
羽
　
保
晴
（
放
射
線
生
物
学
／
分

子
疫
学
部
）

連
携
研
究
者
　
村
上
　
秀
子
（
放
射

線
生
物
学
／
分
子
疫
学
部
）

20
13
年

4
月

1
日
－

20
14
年

3
月

31
日

直
接
経
費

¥1
,8

00
,0

00
間
接
経
費 ¥5
40

,0
00

総
 合
 計

¥
26
4,
65
9,
03
9
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平
成

25
年
度
　
共
同
研
究
一
覧
表
（
外
部
資
金
研
究
以
外
）

研
究
の
タ
イ
ト
ル

共
同
研
究
の
グ
ル
ー
プ
の
チ
ー
フ

放
影
研
に
お
け
る
研
究
者

放
影
研
以
外
の
研
究
者

開
始
年

臨
床
研
究
部
（
広
島
）

N
I-H

O
N

-S
E

A
（

N
ip

po
n-

H
on

ol
ul

u-
Se

at
tle
）
プ
ロ
グ

ラ
ム
（
認
知
症
の
罹
患
率
と
発
生
率
）

山
田
　
美
智
子

笠
置
　
文
善
（
放
射
線
影
響
協
会
）

佐
々
木
　
英
夫
（
安
田
女
子
大
学
）

三
森
　
康
世
（
広
島
国
際
大
学
）

W
hi

te
 L
（
ホ
ノ
ル
ル
加
齢
調
査
）

La
rs

on
 E
（
米
国
シ
ア
ト
ル
保
健
協
同
組
合
健
康
調

査
セ
ン
タ
ー
）

19
92

原
爆
被
爆
者
に
お
け
る
眼
科
追
跡
調
査

飛
田
　
あ
ゆ
み
（
長
崎
臨
床
研
究
部
）
立
川
　
佳
美

中
島
　
栄
二
（
統
計
部
）

大
石
　
和
佳

錬
石
　
和
男
（
八
千
代
病
院
）

横
山
　
知
子
（
広
島
大
学
）

高
松
　
倫
也
（
広
島
大
学
）

柳
　
昌
秀
（
広
島
大
学
）

木
内
　
良
明
（
広
島
大
学
）

隈
上
　
武
志
（
長
崎
大
学
）

上
松
　
聖
典
（
長
崎
大
学
）

築
城
　
英
子
（
長
崎
大
学
）

深
澤
　
祥
子
（
長
崎
大
学
）

北
岡
　
隆
（
長
崎
大
学
）

皆
本
　
敦
（
み
な
も
と
眼
科
）

赤
星
　
正
純
（
恵
寿
病
院
）

20
10

日
本
人
原
爆
被
爆
者
集
団
に
お
け
る
乳
が
ん
お
よ
び
子

宮
内
膜
が
ん
の
コ
ホ
ー
ト
内
症
例
対
照
研
究

大
石
　
和
佳

G
ra

nt
 E

J （
疫
学
部
）

C
ol

og
ne

 J
B
（
統
計
部
）

小
笹
　
晃
太
郎
（
疫
学
部
）

中
地
　
敬
（
放
影
研
顧
問
）

中
島
　
栄
二
（
統
計
部
）

錬
石
　
和
男
（
八
千
代
病
院
）

Sh
ar

p 
G

B （
米
国
国
立
ア
レ
ル
ギ
ー
感
染
症
研
究
所
）

江
口
　
英
孝
（
埼
玉
医
科
大
学
）

和
泉
　
志
津
恵
（
大
分
大
学
）

K
ey

 T
J （
英
国
イ
ン
ペ
リ
ア
ル
が
ん
研
究
基
金
）

St
ev

en
s 

R
G
（
米
国
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
大
学
保
健
セ
ン

タ
ー
）

B
er

rin
gt

on
 d

e 
G

on
za

le
z 

A （
米
国
国
立
が
ん
研
究
所
）

20
02

凍
結
血
清
お
よ
び
ゲ
ノ
ム

D
N

A
を
用
い
た
萎
縮
性
胃
炎

お
よ
び
胃
が
ん
に
関
す
る
症
例
対
照
研
究
：
胃
が
ん
に

伴
う
慢
性
胃
炎
の
新
た
な
バ
イ
オ
マ
ー
カ
ー
の
同
定

大
石
　
和
佳

植
田
　
慶
子

C
ul

lin
gs

 H
M
（
統
計
部
）

林
　
奉
権
（
放
射
線
生
物
学
／
分
子

疫
学
部
）

飛
田
　
あ
ゆ
み
（
長
崎
臨
床
研
究
部
）

小
笹
　
晃
太
郎
（
疫
学
部
）

藤
原
　
佐
枝
子
（
広
島
原
爆
障
害
対
策
協
議
会
）

田
原
　
榮
一
（
広
島
が
ん
セ
ミ
ナ
ー
）

20
04

遺
伝
的
要
因
は
近
距
離
被
爆
生
存
者
の
集
団
的
偏
り
を

来
し
得
る
か
？
―
同
一
の
遺
伝
的
要
因
が

40
－

50
年
後

の
A

H
S
対
象
者
で
高
炎
症
状
態
お
よ
び
心
筋
梗
塞
の
リ

ス
ク
要
因
と
な
っ
た
可
能
性
を
検
証
す
る

大
石
　
和
佳

高
橋
　
郁
乃

C
ol

og
ne

 J
B
（
統
計
部
）

飛
田
　
あ
ゆ
み
（
長
崎
臨
床
研
究
部
）

藤
原
　
佐
枝
子
（
広
島
原
爆
障
害
対
策
協
議
会
）

20
05
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平
成

25
年
度
　
共
同
研
究
一
覧
表
（
外
部
資
金
研
究
以
外
）

研
究
の
タ
イ
ト
ル

共
同
研
究
の
グ
ル
ー
プ
の
チ
ー
フ

放
影
研
に
お
け
る
研
究
者

放
影
研
以
外
の
研
究
者

開
始
年

臨
床
研
究
部
（
広
島
）

原
爆
被
爆
者
に
お
け
る
緑
内
障
調
査

木
内
　
良
明
（
広
島
大
学
）

中
島
　
栄
二
（
統
計
部
）

飛
田
　
あ
ゆ
み
（
長
崎
臨
床
研
究
部
）
横
山
　
知
子
（
広
島
大
学
）

上
松
　
聖
典
（
長
崎
大
学
）

築
城
　
英
子
（
長
崎
大
学
）

北
岡
　
隆
（
長
崎
大
学
）

K
ha

ttr
ee

 R
（
米
国
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
大
学
）

錬
石
　
和
男
（
八
千
代
病
院
）

藤
原
　
佐
枝
子
（
広
島
原
爆
障
害
対
策
協
議
会
）

赤
星
　
正
純
（
恵
寿
病
院
）

20
05

原
爆
被
爆
者
に
お
け
る
炎
症
と
が
ん
発
生
率

立
川
　
佳
美

中
島
　
栄
二
（
統
計
部
）

小
笹
　
晃
太
郎
（
疫
学
部
）

早
田
　
み
ど
り
（
長
崎
疫
学
部
）

山
田
　
美
智
子

C
ol

og
ne

 J
B
（
統
計
部
）

Li
ttl

e 
M

P （
米
国
国
立
衛
生
研
究
所
）

20
05

非
が
ん
死
亡
に
お
け
る
中
間
危
険
因
子

W
ill

ia
m

 L
（
米
国
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
）
高
橋
　
郁
乃

C
ol

og
ne

 J
B
（
統
計
部
）

児
玉
　
和
紀
（
主
席
研
究
員
）

藤
原
　
佐
枝
子
（
広
島
原
爆
障
害
対
策
協
議
会
）

赤
星
　
正
純
（
恵
寿
病
院
）

K
op

ec
ky

 K
J （
米
国
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
、
フ
レ
ッ
ド

ハ
ッ
チ
ン
ソ
ン
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
）

D
av

is
 S
（
米
国
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
、
フ
レ
ッ
ド
ハ
ッ

チ
ン
ソ
ン
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
）

20
06

肥
満
度
指
数
（

B
M

I ）
と
死
亡
率

T
hu

n 
M
（
米
国
が
ん
協
会
）

大
石
　
和
佳

飛
田
　
あ
ゆ
み
（
長
崎
臨
床
研
究
部
）

Sh
or

e 
R

E
 （
副
理
事
長
兼
業
務
執
行

理
事
）

20
08

原
爆
被
爆
者
の
白
内
障
水
晶
体
標
本
の
保
存
状
況
の
検

討
お
よ
び
そ
の
収
集
と
保
存

飛
田
　
あ
ゆ
み
（
長
崎
臨
床
研
究
部
）
立
川
　
佳
美

中
島
　
栄
二
（
統
計
部
）

大
石
　
和
佳

林
　
奉
権
（
放
射
線
生
物
学
／
分
子

疫
学
部
）

中
地
　
敬
（
放
影
研
顧
問
）

錬
石
　
和
男
（
八
千
代
病
院
）

B
la

ke
ly

 E
A
（
米
国
国
立
バ
ー
ク
レ
イ
研
究
所
）

C
ha

ng
 P
（
米
国

SR
I イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
）

赤
星
　
正
純
（
恵
寿
病
院
）

皆
本
　
敦
（
み
な
も
と
眼
科
）

横
山
　
知
子
（
広
島
大
学
）

戸
田
　
慎
三
郎
（
戸
田
眼
科
）

上
松
　
聖
典
（
長
崎
大
学
）

木
内
　
良
明
（
広
島
大
学
）

北
岡
　
隆
（
長
崎
大
学
）

白
井
　
彰
（
白
井
眼
科
）

C
uc

in
ot

ta
 F

A
（
米
国

N
A

SA
ジ
ョ
ン
ソ
ン
宇
宙
セ

ン
タ
ー
）

C
hy

la
ck

 L
T
（
米
国
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
）

20
08
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平
成

25
年
度
　
共
同
研
究
一
覧
表
（
外
部
資
金
研
究
以
外
）

研
究
の
タ
イ
ト
ル

共
同
研
究
の
グ
ル
ー
プ
の
チ
ー
フ

放
影
研
に
お
け
る
研
究
者

放
影
研
以
外
の
研
究
者

開
始
年

臨
床
研
究
部
（
広
島
）

被
爆
者
の
緑
内
障
発
症
お
よ
び
大
動
脈
動
脈
硬
化
に
関

連
す
る
網
膜
保
存
画
像
を
用
い
た
標
準
化
測
定
に
よ
る

網
膜
細
動
脈
硬
化
お
よ
び
加
齢
性
黄
斑
変
性
の
評
価

高
橋
　
郁
乃

三
角
　
宗
近
（
統
計
部
）

中
島
　
栄
二
（
統
計
部
）

飛
田
　
あ
ゆ
み
（
長
崎
臨
床
研
究
部
）

柳
　
昌
秀
（
広
島
大
学
）

板
倉
　
勝
昌
（
広
島
大
学
）

川
崎
　
良
（
山
形
大
学
）

横
山
　
知
子
（
広
島
大
学
）

高
松
　
倫
也
（
広
島
大
学
）

木
下
　
博
文
（
長
崎
大
学
）

築
城
　
英
子
（
長
崎
大
学
）

上
松
　
聖
典
（
長
崎
大
学
）

隈
上
　
武
志
（
長
崎
大
学
）

木
内
　
良
明
（
広
島
大
学
）

北
岡
　
隆
（
長
崎
大
学
）

藤
原
　
佐
枝
子
（
広
島
原
爆
障
害
対
策
協
議
会
）

赤
星
　
正
純
（
恵
寿
病
院
）

錬
石
　
和
男
（
八
千
代
病
院
）

20
10

広
島
成
人
健
康
調
査
対
象
集
団
に
お
け
る
体
組
成
に
関

す
る
調
査

立
川
　
佳
美

三
角
　
宗
近
（
統
計
部
）

大
石
　
和
佳

山
田
　
美
智
子

藤
原
　
佐
枝
子
（
広
島
原
爆
障
害
対
策
協
議
会
）

H
ar

ri
s 

T
B
（
米
国
加
齢
研
究
所
）

笠
置
　
文
善
（
放
射
線
影
響
協
会
）

20
10

臨
床
研
究
部
（
長
崎
）

ブ
ル
ガ
ダ
型
心
電
図
と
前
立
腺
が
ん
と
の
関
係

春
田
　
大
輔

飛
田
　
あ
ゆ
み

世
羅
　
至
子

今
泉
　
美
彩

中
島
　
栄
二
（
統
計
部
）

赤
星
　
正
純
（
恵
寿
病
院
）

瀬
戸
　
信
二
（
長
崎
大
学
）

20
07

潜
在
性
甲
状
腺
機
能
異
常
と
心
臓
血
管
疾
患
お
よ
び
死

亡
率
の
関
係
：
大
規
模
な
国
際
的
コ
ホ
ー
ト
調
査
の
個

人
対
象
者
総
合
解
析

R
od

on
di

 N
（
ス
イ
ス
、
ベ
ル
ン
大

学
イ
ン
ゼ
ル
ス
ピ
タ
ル
大
学
病
院
）
今
泉
　
美
彩

G
us

se
kl

oo
 J
（
オ
ラ
ン
ダ
、
ラ
イ
デ
ン
大
学
医
学
セ

ン
タ
ー
）

20
08

被
爆
者
に
お
け
る
慢
性
腎
疾
患
と
心
血
管
疾
患
と
の
関

連
春
田
　
大
輔

高
橋
　
郁
乃
（
広
島
臨
床
研
究
部
）

飛
田
　
あ
ゆ
み

世
羅
　
至
子

今
泉
　
美
彩

山
田
　
美
智
子
（
広
島
臨
床
研
究
部
）

大
石
　
和
佳
（
広
島
臨
床
研
究
部
）

立
川
　
佳
美
（
広
島
臨
床
研
究
部
）

中
島
　
栄
二
（
統
計
部
）

三
角
　
宗
近
（
統
計
部
）

恒
任
　
章
（
長
崎
大
学
）

錬
石
　
和
男
（
八
千
代
病
院
）

藤
原
　
佐
枝
子
（
広
島
原
爆
障
害
対
策
協
議
会
）

赤
星
　
正
純
（
恵
寿
病
院
）

20
09
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平
成

25
年
度
　
共
同
研
究
一
覧
表
（
外
部
資
金
研
究
以
外
）

研
究
の
タ
イ
ト
ル

共
同
研
究
の
グ
ル
ー
プ
の
チ
ー
フ

放
影
研
に
お
け
る
研
究
者

放
影
研
以
外
の
研
究
者

開
始
年

臨
床
研
究
部
（
長
崎
）

放
射
線
と
心
血
管
疾
患
の
関
連
に
お
け
る
内
臓
脂
肪
の

役
割
と
効
果

世
羅
　
至
子

中
島
　
栄
二
（
統
計
部
）

飛
田
あ
ゆ
み

今
泉
　
美
彩

C
ul

lin
gs

 H
M
（
統
計
部
）

C
ar

te
r 

R
L （
米
国
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
立
大
学
バ
ッ

フ
ァ
ロ
ー
校
）

赤
星
　
正
純
（
恵
寿
病
院
）

20
11

Q
T
短
縮
の
遺
伝
子
基
盤
に
関
す
る
研
究

蒔
田
　
直
昌
（
長
崎
大
学
）

春
田
　
大
輔

大
石
　
和
佳
（
広
島
臨
床
研
究
部
）

飛
田
　
あ
ゆ
み

赤
星
　
正
純
（
恵
寿
病
院
）

前
村
　
浩
二
（
長
崎
大
学
）

20
11

進
行
性
心
臓
伝
導
障
害
の
疫
学
と
遺
伝
子
異
常
に
関
す

る
研
究

蒔
田
　
直
昌
（
長
崎
大
学
）

春
田
　
大
輔

大
石
　
和
佳
（
広
島
臨
床
研
究
部
）

飛
田
　
あ
ゆ
み

中
島
　
栄
二
（
統
計
部
）

赤
星
　
正
純
（
恵
寿
病
院
）

前
村
　
浩
二
（
長
崎
大
学
）

20
12

日
本
人
に
お
け
る
体
重
変
動
と
が
ん
、
循
環
器
疾
患
の

罹
患
お
よ
び
死
亡
と
の
関
連

南
里
　
明
子
（
国
立
国
際
医
療
研
究

セ
ン
タ
ー
）

世
羅
　
至
子

高
橋
　
郁
乃
（
広
島
臨
床
研
究
部
）

早
田
　
み
ど
り
（
長
崎
疫
学
部
）

小
笹
　
晃
太
郎
（
広
島
疫
学
部
）

C
ol

og
ne

 J
B
（
統
計
部
）

C
ul

lin
gs

 H
M
（
統
計
部
）

大
石
　
和
佳
（
広
島
臨
床
研
究
部
）

飛
田
　
あ
ゆ
み

溝
上
　
哲
也
（
国
立
国
際
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
）

荒
木
　
由
布
子
（
久
留
米
大
学
）

赤
星
　
正
純
（
恵
寿
病
院
）

20
12

M
R

I に
よ
る
口
腔
乾
燥
症
患
者
唾
液
腺
に
お
け
る
脂
肪

浸
潤
診
断
の
重
要
性
に
関
す
る
検
討

高
木
　
幸
則
（
長
崎
大
学
）

飛
田
　
あ
ゆ
み

中
村
　
英
樹
（
長
崎
大
学
）

角
　
美
佐
（
長
崎
大
学
）

赤
星
　
正
純
（
恵
寿
病
院
）

中
村
　
卓
（
長
崎
大
学
）

20
12

基
準
範
囲
内
の
血
清

T
SH
と
冠
動
脈
心
疾
患
の
リ
ス
ク

Å
sv

ol
d 

B
O
（
ノ
ル
ウ
ェ
ー
科
学
技

術
大
学
）

今
泉
　
美
彩

20
12

血
清

T
SH
値
と
脳
卒
中
の
リ
ス
ク
―「
潜
在
性
甲
状
腺

機
能
異
常
と
心
臓
血
管
疾
患
お
よ
び
死
亡
率
の
関
係
：

大
規
模
な
国
際
的
コ
ホ
ー
ト
調
査
の
個
人
対
象
者
総
合

解
析
」
の
補
遺

va
n 

D
ijk

 B
（
オ
ラ
ン
ダ
、
エ
ラ
ス
ム

ス
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
）

今
泉
　
美
彩

C
ha

ke
r 

L （
オ
ラ
ン
ダ
、
エ
ラ
ス
ム
ス
メ
デ
ィ
カ
ル

セ
ン
タ
ー
）

Pe
et

er
s 

R
P （
オ
ラ
ン
ダ
、
エ
ラ
ス
ム
ス
メ
デ
ィ
カ

ル
セ
ン
タ
ー
）

Fr
an

co
 O
（
オ
ラ
ン
ダ
、
エ
ラ
ス
ム
ス
メ
デ
ィ
カ
ル

セ
ン
タ
ー
）

20
13
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平
成

25
年
度
　
共
同
研
究
一
覧
表
（
外
部
資
金
研
究
以
外
）

研
究
の
タ
イ
ト
ル

共
同
研
究
の
グ
ル
ー
プ
の
チ
ー
フ

放
影
研
に
お
け
る
研
究
者

放
影
研
以
外
の
研
究
者

開
始
年

臨
床
研
究
部
（
長
崎
）

潜
在
性
甲
状
腺
機
能
異
常
と
骨
有
害
事
象
―「
潜
在
性
甲

状
腺
機
能
異
常
と
心
臓
血
管
疾
患
お
よ
び
死
亡
率
の
関

係
：
大
規
模
な
国
際
的
コ
ホ
ー
ト
調
査
の
個
人
対
象
者

総
合
解
析
」
の
補
遺

B
lu

m
 M

R （
ス
イ
ス
、
ベ
ル
ン
大
学

イ
ン
ゼ
ル
ス
ピ
タ
ル
大
学
病
院
）

今
泉
　
美
彩

da
 C

os
ta

 B
（
ス
イ
ス
、
ベ
ル
ン
大
学
社
会
予
防
医

学
研
究
所
）

R
od

on
di

 N
（
ス
イ
ス
、
ベ
ル
ン
大
学
イ
ン
ゼ
ル
ス

ピ
タ
ル
大
学
病
院
）

20
13

甲
状
腺
機
能
と
腎
機
能
の
経
時
的
進
行
の
関
連

de
n 

E
lz

en
 W
（
オ
ラ
ン
ダ
、
ラ
イ
デ

ン
大
学
医
療
セ
ン
タ
ー
）

今
泉
　
美
彩

大
石
　
和
佳
（
広
島
臨
床
研
究
部
）

M
eu

w
es

e 
C

L （
オ
ラ
ン
ダ
、
ラ
イ
デ
ン
大
学
医
療

セ
ン
タ
ー
）

G
us

se
kl

oo
 J
（
オ
ラ
ン
ダ
、
ラ
イ
デ
ン
大
学
医
療
セ

ン
タ
ー
）

R
od

on
di

 N
（
ス
イ
ス
、
ベ
ル
ン
大
学
イ
ン
ゼ
ル
ス

ピ
タ
ル
大
学
病
院
）

20
13

遺
伝
学
部

原
爆
被
爆
者
に
お
け
る
早
発
性
の
乳
が
ん
お
よ
び
卵
巣

が
ん
に
お
け
る
分
子
学
的
変
化

馬
淵
　
清
彦
（
米
国
国
立
が
ん
研
究

所
）

La
nd

 C
E （
米
国
国
立
が
ん
研
究
所
）

平
井
　
裕
子

20
01

ラ
ッ
ト
卵
母
細
胞
に
お
け
る
突
然
変
異
の
検
出

上
口
　
勇
次
郎
（
旭
川
医
科
大
学
）

浅
川
　
順
一

20
03

長
崎
の
原
爆
被
爆
者
か
ら
得
ら
れ
た
歯
試
料
の

E
SR
測

定
三
根
　
真
理
子
（
長
崎
大
学
）

平
井
　
裕
子

中
村
　
典
（
同
部
顧
問
）

20
05

E
S
細
胞
の
タ
ー
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
グ

末
盛
　
博
文
（
京
都
大
学
）

野
田
　
朝
男

20
07

胎
仔
照
射
し
た
ラ
ッ
ト
乳
腺
上
皮
細
胞
に
お
け
る
染
色

体
調
査

島
田
　
義
也
（
放
射
線
医
学
総
合
研

究
所
）

児
玉
　
喜
明

20
08

放
射
線
の
遺
伝
影
響
測
定
モ
デ
ル
動
物
の
作
成

三
谷
　
啓
志
（
東
京
大
学
大
学
院
）

野
田
　
朝
男

20
09

放
射
線
の
マ
ウ
ス
オ
ス
生
殖
細
胞
に
及
ぼ
す
遺
伝
的
影

響
評
価
：
高
密
度
マ
イ
ク
ロ
ア
レ
イ

C
G

H
法
を
用
い
た

調
査

島
田
　
義
也
（
放
射
線
医
学
総
合
研

究
所
）

浅
川
　
順
一

20
09

日
本
人
に
特
有
な

X
PA
遺
伝
子
創
始
者
変
異
ヘ
テ
ロ
保

因
者
に
お
け
る
非
黒
色
腫
皮
膚
が
ん
リ
ス
ク
の
評
価

馬
淵
　
清
彦
（
米
国
国
立
が
ん
研
究

所
）

K
ra

em
er

 K
H （
米
国
国
立
が
ん
研
究

所
）

平
井
　
裕
子

中
村
　
典
（
同
部
顧
問
）

20
09
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平
成

25
年
度
　
共
同
研
究
一
覧
表
（
外
部
資
金
研
究
以
外
）

研
究
の
タ
イ
ト
ル

共
同
研
究
の
グ
ル
ー
プ
の
チ
ー
フ

放
影
研
に
お
け
る
研
究
者

放
影
研
以
外
の
研
究
者

開
始
年

遺
伝
学
部

福
島
県
浪
江
町
住
民
の
生
物
学
的
線
量
評
価

吉
田
　
光
明
（
弘
前
大
学
）

児
玉
　
喜
明

20
13

次
世
代
シ
ー
ク
エ
ン
サ
ー
を
用
い
た
放
射
線
の
マ
ウ
ス

成
熟
卵
母
細
胞
に
及
ぼ
す
遺
伝
リ
ス
ク
評
価

島
田
　
義
也
（
放
射
線
医
学
総
合
研

究
所
）

佐
藤
　
康
成

20
13

放
射
線
生
物
学
／
分
子
疫
学
部

散
発
性
肺
発
が
ん
に
お
け
る
遺
伝
子
変
異
と
発
現
の
研

究
末
岡
　
榮
三
朗
（
佐
賀
大
学
）

荒
金
　
尚
子
（
佐
賀
大
学
）

中
地
　
敬
（
放
影
研
顧
問
）

林
　
奉
権

吉
田
　
健
吾

今
井
　
一
枝
（
同
部
顧
問
）

20
02

日
本
人
集
団
に
お
け
る
様
々
な
遺
伝
子
多
型
の
頻
度
調

査
吉
田
　
輝
彦
（
国
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
）
中
地
　
敬
（
放
影
研
顧
問
）

楠
　
洋
一
郎

林
　
奉
権

吉
田
　
健
吾

今
井
　
一
枝
（
同
部
顧
問
）

20
02

胃
が
ん
の
遺
伝
的
感
受
性
の
研
究

安
井
　
弥
（
広
島
大
学
）

林
　
奉
権

中
地
　
敬
（
放
影
研
顧
問
）

伊
藤
　
玲
子

今
井
　
一
枝
（
同
部
顧
問
）

20
02

細
胞
へ
の
放
射
線
影
響
に
お
け
る
低
酸
素
応
答
遺
伝
子

H
IF

1 α
の
役
割
に
関
す
る
研
究

谷
本
　
圭
司
（
広
島
大
学
）

中
地
　
敬
（
放
影
研
顧
問
）

今
井
　
一
枝
（
同
部
顧
問
）

末
岡
　
榮
三
朗
（
佐
賀
大
学
）

荒
金
　
尚
子
（
佐
賀
大
学
）

江
口
　
英
孝
（
埼
玉
医
科
大
学
）

20
02

原
爆
被
爆
者
に
お
け
る
甲
状
腺
が
ん
の
研
究
（
広
島
）

濱
谷
　
清
裕

多
賀
　
正
尊

伊
藤
　
玲
子

有
廣
　
光
司
（
広
島
大
学
）

林
　
雄
三
（
広
島
市
立
安
佐
市
民
病
院
）

20
02

細
胞
膨
化
致
死
毒
素
に
よ
る
抹
消
リ
ン
パ
球
ア
ポ
ト
ー

シ
ス
誘
導
の
研
究

管
井
　
基
行
（
広
島
大
学
）

小
原
　
勝
（
広
島
大
学
）

楠
　
洋
一
郎

林
　
奉
権

中
地
　
敬
（
放
影
研
顧
問
）

20
01

放
射
線
と
抗
が
ん
剤
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
る
ア
ポ
ト
ー

シ
ス
誘
導
に
お
け
る
ギ
ャ
ッ
プ
結
合
の
役
割
に
関
す
る

研
究

小
川
　
貴
彦
（
県
立
広
島
病
院
）

林
　
奉
権

中
地
　
敬
（
放
影
研
顧
問
）

T
ro

sk
o 

JE
（
米
国
ミ
シ
ガ
ン
州
立
大
学
）

19
98
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平
成

25
年
度
　
共
同
研
究
一
覧
表
（
外
部
資
金
研
究
以
外
）

研
究
の
タ
イ
ト
ル

共
同
研
究
の
グ
ル
ー
プ
の
チ
ー
フ

放
影
研
に
お
け
る
研
究
者

放
影
研
以
外
の
研
究
者

開
始
年

放
射
線
生
物
学
／
分
子
疫
学
部

遺
伝
子
改
変
マ
ウ
ス
の

T
C

R
遺
伝
子
お
よ
び

H
PR

T
遺

伝
子
変
異
の
解
析

笹
谷
　
め
ぐ
み
（
広
島
大
学
原
爆
放

射
線
医
科
学
研
究
所
）

楠
　
洋
一
郎

中
地
　
敬
（
放
影
研
顧
問
）

神
谷
　
研
二
（
広
島
大
学
原
爆
放
射
線
医
科
学
研
究

所
）

20
04

散
発
性
乳
が
ん
の
発
生
・
進
展
の
分
子
生
物
学
的
研
究

林
　
慎
一
（
東
北
大
学
）

中
地
　
敬
（
放
影
研
顧
問
）

今
井
　
一
枝
（
同
部
顧
問
）

林
　
奉
権

江
口
　
英
孝
（
埼
玉
医
科
大
学
）

20
02

が
ん
細
胞
の
ア
ポ
ト
ー
シ
ス
に
お
け
る
細
胞
間
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
役
割
の
研
究

林
　
奉
権

小
川
　
貴
彦
（
県
立
広
島
病
院
）

20
05

免
疫
学
的
加
齢
と
細
胞
内
活
性
酸
素
産
生
へ
の
放
射
線

影
響
の
研
究

林
　
奉
権

胡
　
軼
群

林
　
幾
江
（
広
島
大
学
）

20
06

原
爆
被
爆
者
に
お
け
る
肺
お
よ
び
大
腸
が
ん
の
研
究

濱
谷
　
清
裕

多
賀
　
正
尊

伊
藤
　
玲
子

中
地
　
敬
（
放
影
研
顧
問
）

安
井
　
弥
（
広
島
大
学
）

江
口
　
英
孝
（
埼
玉
医
科
大
学
）

20
04

原
爆
被
爆
者
に
お
け
る
胃
が
ん
の
研
究

安
井
　
弥
（
広
島
大
学
）

濱
谷
　
清
裕

多
賀
　
正
尊

伊
藤
　
玲
子

中
地
　
敬
（
放
影
研
顧
問
）

20
06

末
梢
リ
ン
パ
球
を
用
い
た
放
射
線
誘
発
遺
伝
的
不
安
定

性
の
機
序
に
関
す
る
研
究

本
間
　
正
充
（
国
立
医
薬
品
食
品
衛

生
研
究
所
）

楠
　
洋
一
郎

濱
崎
　
幹
也
（
遺
伝
学
部
）

20
08

散
発
性
胃
が
ん
の
臨
床
お
よ
び
分
子
病
理
学
的
解
析

安
井
　
弥
（
広
島
大
学
）

伊
藤
　
玲
子

中
地
　
敬
（
放
影
研
顧
問
）

20
04

放
影
研
症
例
研
究
の
た
め
の
新
規
統
計
モ
デ
ル
の
開
発

和
泉
　
志
津
恵
（
大
分
大
学
）

中
地
　
敬
（
放
影
研
顧
問
）

古
川
　
恭
治
（
統
計
部
）

20
06

原
爆
被
爆
者
に
お
け
る
甲
状
腺
が
ん
の
研
究
（
長
崎
）

濱
谷
　
清
裕

早
田
　
み
ど
り
（
長
崎
疫
学
部
）

中
島
　
正
洋
（
長
崎
大
学
）

関
根
　
一
郎

 （
長
崎
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
） 
ほ
か

20
05

散
発
性
胃
が
ん
に
お
け
る
炎
症
性
サ
イ
ト
カ
イ
ン
の
役

割
菅
沼
　
雅
美
（
埼
玉
県
立
が
ん
セ
ン

タ
ー
）

今
井
　
一
枝
（
同
部
顧
問
）

林
　
奉
権

中
地
　
敬
（
放
影
研
顧
問
）

20
06
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平
成

25
年
度
　
共
同
研
究
一
覧
表
（
外
部
資
金
研
究
以
外
）

研
究
の
タ
イ
ト
ル

共
同
研
究
の
グ
ル
ー
プ
の
チ
ー
フ

放
影
研
に
お
け
る
研
究
者

放
影
研
以
外
の
研
究
者

開
始
年

放
射
線
生
物
学
／
分
子
疫
学
部

原
爆
被
爆
者
の
肺
が
ん
の
分
子
疫
学
的
特
徴
の
研
究

多
賀
　
正
尊

濱
谷
　
清
裕

伊
藤
　
玲
子

H
ar

ri
s 

C
C
（
米
国
国
立
が
ん
研
究
所
）

安
井
　
弥
（
広
島
大
学
）

田
原
　
榮
一
（
広
島
が
ん
セ
ミ
ナ
ー
）

20
04

ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
に
お
け
る
心
血
管
疾
患
の
共
同
コ

ホ
ー
ト
研
究

A
si

an
 P

ac
if

ic
 C

oh
or

t 
St

ud
ie

s 
C

ol
la

bo
ra

tio
n （
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
、
ジ
ョ
ー
ジ
国
際
健
康
研
究
所
）

中
地
　
敬
（
放
影
研
顧
問
）

今
井
　
一
枝
（
同
部
顧
問
）

19
96

幹
細
胞
へ
の
放
射
線
お
よ
び
薬
物
影
響
の
生
物
学

林
　
奉
権

中
地
　
敬
（
放
影
研
顧
問
）

林
　
幾
江
（
広
島
大
学
）

20
02

甲
状
腺
腫
瘍
の
分
子
解
析

武
市
　
宣
雄
（
武
市
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

濱
谷
　
清
裕

中
地
　
敬
（
放
影
研
顧
問
）

楠
　
洋
一
郎

20
08

低
線
量
放
射
線
に
よ
り
循
環
器
疾
患
が
誘
発
さ
れ
る
か

を
動
物
モ
デ
ル
を
使
い
検
討
す
る

稲
葉
　
俊
哉
（
広
島
大
学
）

丹
羽
　
保
晴

高
橋
　
規
郎
（
主
席
研
究
員
室
付
顧

問
）

楠
　
洋
一
郎

20
12

動
物
モ
デ
ル
を
使
っ
た
放
射
線
に
よ
り
誘
発
さ
れ
る
循

環
器
疾
患
の
研
究

稲
葉
　
俊
哉
（
広
島
大
学
）

丹
羽
　
保
晴

高
橋
　
規
郎
（
主
席
研
究
員
室
付
顧

問
）

楠
　
洋
一
郎

20
11

動
物
モ
デ
ル
を
使
っ
た
放
射
線
に
よ
り
誘
発
さ
れ
る
循

環
器
疾
患
の
研
究

田
中
　
公
夫
（
環
境
科
学
技
術
研
究

所
）

高
橋
　
規
郎
（
主
席
研
究
員
室
付
顧

問
）

村
上
　
秀
子

丹
羽
　
保
晴

楠
　
洋
一
郎

小
木
曽
　
洋
一
（
環
境
科
学
技
術
研
究
所
）

田
中
　
聡
（
環
境
科
学
技
術
研
究
所
）

20
11

ゲ
ノ
ム
損
傷
応
答
と
造
血
幹
細
胞
機
能
に
か
か
わ
る
分

子
経
路
探
索
法
の
確
立

吉
田
　
健
吾

京
泉
　
誠
之

林
　
奉
権

梶
村
　
順
子

三
角
　
宗
近
（
統
計
部
）

中
地
　
敬
（
放
影
研
顧
問
）

楠
　
洋
一
郎

松
井
　
啓
隆
（
広
島
大
学
）

金
井
　
昭
教
（
広
島
大
学
）

稲
葉
　
俊
哉
（
広
島
大
学
）

池
尾
　
一
穂
（
国
立
遺
伝
学
研
究
所
）

五
條
堀
　
孝
（
国
立
遺
伝
学
研
究
所
）

20
13
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平
成

25
年
度
　
共
同
研
究
一
覧
表
（
外
部
資
金
研
究
以
外
）

研
究
の
タ
イ
ト
ル

共
同
研
究
の
グ
ル
ー
プ
の
チ
ー
フ

放
影
研
に
お
け
る
研
究
者

放
影
研
以
外
の
研
究
者

開
始
年

疫
学
部
（
広
島
）

原
爆
被
爆
者
に
お
け
る
放
射
線
治
療
と
第
二
原
発
が
ん

リ
ス
ク
の
関
連

吉
永
　
信
治
（
放
射
線
医
学
総
合
研

究
所
）

早
田
　
み
ど
り
（
長
崎
疫
学
部
）

森
脇
　
宏
子

飛
田
　
あ
ゆ
み
（
長
崎
臨
床
研
究
部
）

山
田
　
美
智
子
（
臨
床
研
究
部
）

片
山
　
博
昭
（
情
報
技
術
部
）

笠
置
　
文
善
（
放
射
線
影
響
協
会
）

西
　
信
雄
（
国
立
健
康
・
栄
養
研
究
所
）

赤
羽
　
恵
一
（
放
射
線
医
学
総
合
研
究
所
）

土
居
　
主
尚
（
放
射
線
医
学
総
合
研
究
所
）

島
田
　
義
也
（
放
射
線
医
学
総
合
研
究
所
）

藤
原
　
佐
枝
子
（
広
島
原
爆
障
害
対
策
協
議
会
）

20
07

食
道
が
ん
と
胃
が
ん
：
広
島
と
長
崎
に
お
け
る
リ
ス
ク

の
傾
向
と
予
測
因
子

K
en

ne
dy

 B
S （
米
国
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

州
ロ
チ
ェ
ス
タ
ー
市
モ
ン
ロ
ー
郡

公
衆
衛
生
局
）

G
ra

nt
 E

J
清
水
　
由
紀
子
（
非
常
勤
研
究
員
）

杉
山
　
裕
美

早
田
　
み
ど
り
（
長
崎
疫
学
部
）

坂
田
　
律

C
ol

og
ne

 J
B
（
統
計
部
）

C
ul

lin
gs

 H
M
（
統
計
部
）

山
田
　
美
智
子
（
臨
床
研
究
部
）

馬
淵
　
清
彦
（
米
国
国
立
が
ん
研
究
所
）

C
ho

w
 W

H
（
米
国
国
立
が
ん
研
究
所
）

笠
置
　
文
善
（
放
射
線
影
響
協
会
）

陶
山
　
昭
彦
（
富
永
病
院
）

西
　
信
雄
（
国
立
健
康
・
栄
養
研
究
所
）

20
08

放
射
線
に
関
連
し
た
甲
状
腺
が
ん
の
第
二
回
共
同
解
析

Ve
ig

a 
L （
米
国
国
立
が
ん
研
究
所
）

Lu
bi

n 
J （
米
国
国
立
が
ん
研
究
所
）

坂
田
　
律

Sh
or

e 
RE
（
副
理
事
長
兼
業
務
執
行

理
事
）

20
08

ア
ジ
ア
人
コ
ホ
ー
ト
研
究
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
へ
の
参
画

提
案
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

1 ：
喫
煙
・
飲
酒
・
肥
満
度
と
稀
な

が
ん
の
リ
ス
ク
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

2 ：
B

M
I と
全
死
亡

率
（
第

2
段
階
）、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

3 ：
ア
ジ
ア
人
コ
ホ
ー

ト
に
お
け
る
肥
満
度
（

B
M

I ）
と
中
頻
度
お
よ
び
低
頻

度
の
が
ん
の
リ
ス
ク
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

4 ：
ア
ジ
ア
人
に

お
け
る
食
習
慣
と
死
亡
率

Po
tte

r 
J （
米
国
フ
レ
ッ
ド
ハ
ッ
チ
ン

ソ
ン
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
）

K
an

g 
D
（
韓
国
ソ
ウ
ル
国
立
大
学
医

学
部
）

G
ra

nt
 E

J
小
笹
　
晃
太
郎

大
石
　
和
佳
（
臨
床
研
究
部
）

飛
田
　
あ
ゆ
み
（
長
崎
臨
床
研
究
部
）

Sh
or

e 
RE
（
副
理
事
長
兼
業
務
執
行

理
事
）

20
10

食
事
お
よ
び
膀
胱
が
ん
の
関
係
に
関
す
る
統
合
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
へ
の
参
加
提
案

Ze
eg

er
s 

M
（
オ
ラ
ン
ダ
、
マ
ー
ス

ト
リ
ヒ
ト
大
学
）

G
ra

nt
 E

J
小
笹
　
晃
太
郎

大
石
　
和
佳
（
臨
床
研
究
部
）

飛
田
　
あ
ゆ
み
（
長
崎
臨
床
研
究
部
）

20
12

胆
道
が
ん
統
合
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
加
提
案

K
os

hi
ol

 J （
米
国
国
立
が
ん
研
究
所
）

G
ra

nt
 E

J
小
笹
　
晃
太
郎

大
石
　
和
佳
（
臨
床
研
究
部
）

飛
田
　
あ
ゆ
み
（
長
崎
臨
床
研
究
部
）

20
13
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平
成

25
年
度
　
共
同
研
究
一
覧
表
（
外
部
資
金
研
究
以
外
）

研
究
の
タ
イ
ト
ル

共
同
研
究
の
グ
ル
ー
プ
の
チ
ー
フ

放
影
研
に
お
け
る
研
究
者

放
影
研
以
外
の
研
究
者

開
始
年

疫
学
部
（
広
島
）

LS
S
集
団
に
お
け
る
放
射
線
の
が
ん
罹
患
リ
ス
ク
（
幾

つ
か
の
部
位
別
が
ん
研
究
を
含
む
）

馬
淵
　
清
彦
（
米
国
国
立
が
ん
研
究

所
）

小
笹
　
晃
太
郎

C
ul

lin
gs

 H
M
（
統
計
部
）

古
川
　
恭
治
（
統
計
部
）

三
角
　
宗
近
（
統
計
部
）

船
本
　
幸
代
（
統
計
部
）

G
ra

nt
 E

J
杉
山
　
裕
美

坂
田
　
律

定
金
　
敦
子

B
re

nn
er

 A
（
米
国
国
立
が
ん
研
究
所
）

N
et

a 
G
（
米
国
国
立
が
ん
研
究
所
）

G
ah

oo
n 

E
K
（
米
国
国
立
が
ん
研
究
所
）

B
er

ri
ng

to
n 

de
 G

on
za

le
z 

A （
米
国
国
立
が
ん
研
究

所
）

Pr
es

to
n 

D
L （
米
国
ヒ
ロ
ソ
フ
ト
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
）

20
12

疫
学
部
（
長
崎
）

長
崎
原
爆
被
爆
者
に
発
生
し
た
病
理
組
織
学
的
診
断
根

拠
の
あ
る
多
重
が
ん
症
例
の
同
定

中
島
　
正
洋
（
長
崎
大
学
）

早
田
　
み
ど
り

20
07

長
崎
県
が
ん
登
録
に
基
づ
く
放
射
線
治
療
環
境
と
患
者

予
後
に
つ
い
て
の
研
究

大
野
　
ゆ
う
子
（
大
阪
大
学
）

早
田
　
み
ど
り

20
08

長
崎
県
が
ん
登
録
に
基
づ
く
患
者
受
療
動
態
か
ら
見
た

医
療
圏
の
研
究

大
野
　
ゆ
う
子
（
大
阪
大
学
）

早
田
　
み
ど
り

20
08

長
崎
県
の
小
児
が
ん
患
者
に
お
け
る
治
療
医
療
機
関
の

集
中
化
と
生
存
率
に
つ
い
て
の
検
討

大
野
　
ゆ
う
子
（
大
阪
大
学
）

早
田
　
み
ど
り

20
08

統
計
部
原
爆
被
爆
者
の
デ
ー
タ
に
お
け
る
染
色
体
異
常
、
放
射

線
の
初
期
影
響
お
よ
び
後
影
響
に
関
す
る
同
時
解
析

St
ra

m
 D
（
米
国
南
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

大
学
）

C
ol

og
ne

 J
B

C
ul

lin
gs

 H
M

古
川
　
恭
治

三
角
　
宗
近

20
07

が
ん
リ
ス
ク
の
機
序
モ
デ
ル

D
ek

ke
rs

 F
（
オ
ラ
ン
ダ
国
立
公
衆
衛

生
環
境
研
究
所
）

B
ijw

aa
rd

 H
（
オ
ラ
ン
ダ
国
立
公
衆

衛
生
環
境
研
究
所
）

C
ul

lin
gs

 H
M

20
07

が
ん
リ
ス
ク
の
機
序
モ
デ
ル

K
ai

se
r 

JC
（
ド
イ
ツ
国
立
環
境
保
健

研
究
所
）

C
ul

lin
gs

 H
M

20
08

リ
ス
ク
回
帰
に
対
す
る
線
量
不
確
実
性
の
影
響
を
評
価

す
る
た
め
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
法

Pi
er

ce
 D
（
米
国
オ
レ
ゴ
ン
保
健
科

学
大
学
）

C
ul

lin
gs

 H
M

20
08
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平
成

25
年
度
　
共
同
研
究
一
覧
表
（
外
部
資
金
研
究
以
外
）

研
究
の
タ
イ
ト
ル

共
同
研
究
の
グ
ル
ー
プ
の
チ
ー
フ

放
影
研
に
お
け
る
研
究
者

放
影
研
以
外
の
研
究
者

開
始
年

統
計
部
日
本
に
お
け
る
ト
ロ
ト
ラ
ス
ト
投
与
患
者
と
原
爆
被
爆

者
の
肝
が
ん
リ
ス
ク
の
比
較

森
　
武
三
郎
（
放
射
線
医
学
総
合
研

究
所
）

C
ul

lin
gs

 H
M

C
ol

og
ne

 J
B

清
水
　
由
紀
子
（
疫
学
部
非
常
勤
研

究
員
）

20
05

原
爆
被
爆
者
線
量
推
定
値
に
お
け
る
不
確
実
性
を
評
価

し
そ
れ
に
対
処
す
る
た
め
の
操
作
変
数
と
し
て
の
生
物

学
的
線
量
推
定
値
：

A
H

S
の
部
分
集
団
に
お
け
る
予
備

評
価

C
ar

te
r 

R
（
米
国
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州

立
大
学
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
校
）

C
ul

lin
gs

 H
M

児
玉
　
和
紀
（
主
席
研
究
員
）

楠
　
洋
一
郎
（
放
射
線
生
物
学
／
分

子
疫
学
部
）

中
村
　
典
（
遺
伝
学
部
顧
問
）

小
笹
　
晃
太
郎
（
疫
学
部
）

今
泉
　
美
彩
（
長
崎
臨
床
研
究
部
）

C
ol

og
ne

 J
B

中
島
　
栄
二

三
角
　
宗
近

船
本
　
幸
代

M
ill

er
 A
（
米
国
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
立
大
学
バ
ッ
フ
ァ

ロ
ー
校
）

錬
石
　
和
男
（
八
千
代
病
院
）

St
ra

m
 D
（
米
国
南
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
）

20
0 7

胎
内
被
爆
者
ま
た
は
若
年
被
爆
者
に
お
け
る
が
ん
罹
患

率
の
リ
ス
ク
評
価

Pr
es

to
n 

D
L （
米
国
ヒ
ロ
ソ
フ
ト
・

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
）

C
ul

lin
gs

 H
M

児
玉
　
和
紀
（
主
席
研
究
員
）

早
田
　
み
ど
り
（
長
崎
疫
学
部
）

Sh
or

e 
RE
（
副
理
事
長
兼
業
務
執
行

理
事
）

陶
山
　
昭
彦
（
富
永
病
院
）

20
07

歯
エ
ナ
メ
ル
質

E
SR
測
定
値
の
遮
蔽
カ
ー
マ
と
臓
器
線

量
へ
の
換
算
の
た
め
の
特
殊
モ
ン
テ
カ
ル
ロ
計
算
法

中
村
　
典
（
遺
伝
学
部
顧
問
）

E
gb

er
t S
（
米
国
サ
イ
エ
ン
ス
・
ア

プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
・
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
）

C
ul

lin
gs

 H
M

W
ie

se
r 

A （
ド
イ
ツ
国
立
環
境
衛
生
研
究
セ
ン
タ
ー
）

20
07

ス
ペ
ク
ト
ル
デ
コ
ン
ボ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
、
新
手
法
お
よ

び
新
情
報
を
用
い
た
、
放
影
研
の
歯
の

E
SR
測
定
デ
ー

タ
の
更
新

中
村
　
典
（
遺
伝
学
部
顧
問
）

E
gb

er
t S
（
米
国
サ
イ
エ
ン
ス
・
ア

プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
・
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
）

C
ul

lin
gs

 H
M

W
ie

se
r 

A （
ド
イ
ツ
国
立
環
境
衛
生
研
究
セ
ン
タ
ー
）

20
07

個
々
の
デ
ー
タ
を
用
い
た
リ
ス
ク
評
価
の
ベ
イ
ズ
的
ア

プ
ロ
ー
チ

Li
ttl

e 
M

P （
米
国
国
立
衛
生
研
究
所
）

C
ul

lin
gs

 H
M

古
川
　
恭
治

早
田
　
み
ど
り
（
長
崎
疫
学
部
）

坂
田
　
律
（
疫
学
部
）

西
　
信
雄
（
国
立
健
康
・
栄
養
研
究
所
）

陶
山
　
昭
彦
（
富
永
病
院
）

笠
置
　
文
善
（
放
射
線
影
響
協
会
）

M
ol

ito
r 

J （
米
国
南
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
）

20
07



平成 25年度 共同研究一覧表

2013－2014年報　 131

平
成

25
年
度
　
共
同
研
究
一
覧
表
（
外
部
資
金
研
究
以
外
）

研
究
の
タ
イ
ト
ル

共
同
研
究
の
グ
ル
ー
プ
の
チ
ー
フ

放
影
研
に
お
け
る
研
究
者

放
影
研
以
外
の
研
究
者

開
始
年

統
計
部
放
射
線
被
曝
お
よ
び
バ
イ
オ
マ
ー
カ
ー
の
た
め
の
関
数

法
W

an
g 

C
Y
（
米
国
フ
レ
ッ
ド
ハ
ッ
チ

ン
ソ
ン
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
）

C
ul

lin
gs

 H
M

20
07

放
射
線
、
炎
症
お
よ
び
特
定
の
放
射
線
・
炎
症
誘
発
健

康
影
響
に
対
す
る
因
果
モ
デ
ル
の
適
用

C
ol

og
ne

 J
B

中
島
　
栄
二

坂
田
　
律
（
疫
学
部
）

高
橋
　
郁
乃
（
臨
床
研
究
部
）

山
田
　
美
智
子
（
臨
床
研
究
部
）

錬
石
　
和
男
（
八
千
代
病
院
）

藤
原
　
佐
枝
子
（
広
島
原
爆
障
害
対
策
協
議
会
）

角
間
　
辰
之
（
久
留
米
大
学
）

荒
木
　
由
布
子
（
久
留
米
大
学
）

20
07

米
国
に
お
け
る
成
人
甲
状
腺
機
能
亢
進
症
の
た
め
の
放

射
性
ヨ
ウ
素
治
療
の
が
ん
死
亡
率
へ
の
関
連

馬
淵
　
清
彦
（
米
国
国
立
が
ん
研
究

所
）

古
川
　
恭
治

20
09

原
爆
被
爆
者
に
お
け
る
放
射
線
被
曝
と
喫
煙
の
肺
が
ん

リ
ス
ク
へ
の
相
互
効
果

Pr
es

to
n 

D
L （
米
国
ヒ
ロ
ソ
フ
ト
・

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
）

古
川
　
恭
治

船
本
　
幸
代

馬
淵
　
清
彦
（
米
国
国
立
が
ん
研
究
所
）

江
川
　
博
彌
（
広
島
市
立
安
佐
市
民
病
院
）

米
原
　
修
治
（

JA
広
島
厚
生
連
尾
道
総
合
病
院
）

松
尾
　
武
（
長
崎
県
健
康
事
業
団
）

20
06

LS
S
集
団
に
お
け
る
甲
状
腺
腫
瘍
発
生
率
の
調
査

馬
淵
　
清
彦
（
米
国
国
立
が
ん
研
究

所
）

坂
田
　
律
（
疫
学
部
）

古
川
　
恭
治

船
本
　
幸
代

Pr
es

to
n 

D
L （
米
国
ヒ
ロ
ソ
フ
ト
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
）

林
　
雄
三
（
介
護
老
人
保
健
施
設
“
陽
だ
ま
り
”）

津
田
　
暢
夫
（
長
崎
県
健
康
事
業
団
）

20
09

セ
ミ
パ
ラ
メ
ト
リ
ッ
ク
生
存
外
挿
法
：
放
影
研
の
コ
ホ
ー

ト
を
用
い
た
モ
デ
ル
の
検
証

方
　
啟
泰
（
台
湾
大
学
疫
学
研
究
所
）
古
川
　
恭
治

C
ul

lin
gs

 H
M

早
田
　
み
ど
り
（
長
崎
疫
学
部
）

小
笹
　
晃
太
郎
（
疫
学
部
）

王
　
榮
徳
（
台
湾
大
学
公
衆
衛
生
学
院
）

黄
　
景
祥
（
台
湾
中
央
研
究
院
）

笠
置
　
文
善
（
放
射
線
影
響
協
会
）

陶
山
　
昭
彦
（
富
永
病
院
）

20
09

成
人
健
康
調
査
集
団
に
お
け
る
放
射
線
、
炎
症
、
白
内

障
手
術
へ
の
因
果
モ
デ
ル
の
応
用

角
間
　
辰
之
（
久
留
米
大
学
）

H
su

 W
L

中
島
　
栄
二

荒
木
　
由
布
子
（
久
留
米
大
学
）

錬
石
　
和
男
（
八
千
代
病
院
）

2 0
09

長
期
体
重
変
動
と
が
ん
お
よ
び
心
血
管
疾
患
罹
患
お
よ

び
死
亡
に
関
す
る
コ
ホ
ー
ト
研
究

南
里
　
明
子
（
国
立
国
際
医
療
セ
ン

タ
ー
研
究
所
）

溝
上
　
哲
也
（
国
立
国
際
医
療
セ
ン

タ
ー
研
究
所
）

早
田
　
み
ど
り
（
長
崎
疫
学
部
）

C
ol

og
ne

 J
B

赤
星
　
正
純
（
恵
寿
病
院
）

荒
木
　
由
布
子
（
久
留
米
大
学
）

20
09

コ
ホ
ー
ト
内
症
例
対
照
調
査
に
お
け
る
放
射
線
と
中
間

リ
ス
ク
因
子
の
同
時
効
果
に
関
す
る
評
価
方
法

C
ol

og
ne

 J
B

古
川
　
恭
治

G
ra

nt
 E

J （
疫
学
部
）

大
石
　
和
佳
（
臨
床
研
究
部
）

中
地
　
敬
（
放
影
研
顧
問
）

C
ul

lin
gs

 H
M

La
ng

ho
lz

 B
（
米
国
南
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
）

藤
井
　
良
宜
（
宮
崎
大
学
）

和
泉
　
志
津
恵
（
大
分
大
学
）

K
op

ec
ky

 K
J （
米
国
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
）

錬
石
　
和
男
（
八
千
代
病
院
）

藤
原
　
佐
枝
子
（
広
島
原
爆
障
害
対
策
協
議
会
）

20
08
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平
成

25
年
度
　
共
同
研
究
一
覧
表
（
外
部
資
金
研
究
以
外
）

研
究
の
タ
イ
ト
ル

共
同
研
究
の
グ
ル
ー
プ
の
チ
ー
フ

放
影
研
に
お
け
る
研
究
者

放
影
研
以
外
の
研
究
者

開
始
年

統
計
部
急
性
放
射
線
被
曝
後
の
が
ん
リ
ス
ク
推
定
：
中
性
子
線

量
の
影
響
と
リ
ス
ク
係
数
の
ノ
ン
パ
ラ
メ
ト
リ
ッ
ク
解

析

C
ul

lin
gs

 H
M

K
ai

se
r 

JC
（
ド
イ
ツ
国
立
環
境
保
健
研
究
所
）

Ja
co

b 
P （
ド
イ
ツ
国
立
環
境
保
健
研
究
所
）

R
üh

m
 W
（
ド
イ
ツ
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
／
国
立
環

境
保
健
研
究
所
）

W
al

sh
 L
（
ド
イ
ツ
放
射
線
防
護
連
邦
局
）

20
08

急
性
放
射
線
被
曝
後
の
が
ん
リ
ス
ク
推
定
：
リ
ス
ク
推

定
値
へ
の
放
射
線
生
物
学
的
効
果
の
影
響

C
ul

lin
gs

 H
M

K
ai

se
r 

JC
（
ド
イ
ツ
国
立
環
境
保
健
研
究
所
）

E
id

em
ül

le
r 

M
（
ド
イ
ツ
国
立
環
境
保
健
研
究
所
）

Ja
co

b 
P （
ド
イ
ツ
国
立
環
境
保
健
研
究
所
）

20
08

情
報
技
術
部

ヒ
ト
遺
伝
子
解
析
用
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
と
ユ
ー

ザ
ー
・
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
の
開
発
、
お
よ
び
デ
ィ
ク

シ
ョ
ナ
リ
ー
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
関
す
る
共
同
研
究

Sl
ez

ak
 T
（
米
国
ロ
ー
レ
ン
ス
・
リ

バ
モ
ア
国
立
研
究
所
）

片
山
　
博
昭

19
96

大
阪
府
の
が
ん
対
策
事
業
に
対
す
る
包
括
的
が
ん
登
録

シ
ス
テ
ム
構
築
に
関
す
る
技
術
協
力

津
熊
　
秀
明
（
大
阪
府
立
成
人
病
セ

ン
タ
ー
）

片
山
　
博
昭

20
05
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国際協力活動

放影研役職員の国際協力関係活動への参加

1. 在北米被爆者健診事業への協力
　この事業は 1977年から 2年に 1度行われてきたもので、
2007年度から国の在外被爆者支援事業に組み入れられ、国

から広島県への委託事業となり、広島県から広島県医師会

に委託される形となった。19回目となる 2013年度の健診

事業は、第 1班が 6月 26日から 7月 8日までロサンゼル

スとホノルルを、第 2班が 7月 17日から 7月 31日にかけ

てサンフランシスコとシアトルを訪問し、放影研からは立

川佳美広島臨床研究部副主任研究員が第 1班に参加した。

2. 在韓被爆者健康相談事業への協力
　この事業は、長崎県と長崎市が国の在外被爆者支援事業

の一環として、在韓被爆者の健康相談と健康指導を行うた

めに 2004年度から始めたもので、半年に 1回実施されて

いる。2013年度に行われた第 20回目の健診事業に、放影

研から春田大輔長崎臨床研究部研究員が医師団に参加し、
11月 10日から 13日まで韓国光州市および大田市において

被爆者の健康診断と健康指導に従事した。

3. 世界保健機関（WHO）関連
　放影研は、1979年に放射線の人体影響に関するWHO研

究協力センターに指定され、1988年からはWHO放射線緊

急事故医学的対応・救援ネットワーク（REMPAN）のメン

バーになっている。児玉和紀主席研究員および片山博昭情

報技術部長が 2014年 3月 24日、オーストリアのウィーン

のWHO本部で緊急被ばく医療対策などについて意見交換

を行った。

4. 国連原子放射線影響科学委員会（UNSCEAR）関
連

　Roy E. Shore副理事長が 2013年 5月 27日から 30日に、

オーストリアのウィーンで開催された第 60回のUNSCEAR

会議で、小児被曝後のがんリスクについて発表を行った。

同会議には、児玉和紀主席研究員および小笹晃太郎疫学部

長も出席した。

　児玉主席研究員はこのほか、ウィーン滞在中にUNSCEAR

福島報告書作成会議に出席、翌年の 3月 28日には、東京

で開かれた UNSCEAR国内対応委員会にも出席した。

5. 国際放射線防護委員会（ICRP）関連
　Roy E. Shore副理事長が 2013年 12月 10日と 11日の両

日、ドイツのミュンヘンで行われた ICRPの DDREF（線

量・線量率影響修飾）の評価に関するタスクグループの会

合において、低線量または低線量率の放射線被曝に関する

疫学調査について発表を行った。

6. 国際原子力機関（IAEA）との協力
　児玉和紀主席研究員および片山博昭情報技術部長が 2014

年 3月 19日から 21日にかけて、スイスのジュネーブにあ

る IAEAを訪問し、放影研と IAEAとの協力に関して意見

交換を行った。

7. 国際原子力機関（IAEA）と放射線被曝者医療国際
協力推進協議会（HICARE）の協働事業関連

　児玉喜明遺伝学部長および小笹晃太郎疫学部長が、2013

年 6月 10日から 14日まで広島において開催された「21世

紀のバイオドシメトリーに関する研修会」で講義を行った。

同じ協働事業において、児玉和紀主席研究員は 2013年 10

月 28日から 11月 1日まで広島で開催された「IAEAとの

共催による緊急被ばくに関する研修会」で、また児玉遺伝

学部長および野田朝男遺伝学部副部長は 2013年 10月 29

日に同じく広島で開かれた「放射線事故の医療対応に関す

る国際ワークショップ」において講師を務めた。

8. 国際がん研究機関関連
　片山博昭情報技術部長が、2013年 5月 6日から 11日ま

でフランスのリヨンで開催された SEMI-NUC会議（主催：

国際がん研究機関。セミパラチンスク核実験場跡地周辺で

のコホートの設定可能性を調査することを目的とした会議）

に外部諮問委員として出席。次いで英国ロンドンの公衆衛

生教育研究機関を表敬訪問した。

9. セミパラチンスク関連
　片山博昭情報技術部長が 2013年 7月 8日から 10日まで、

ドイツのミュンヘンで、セミパラチンスクでの低線量被曝

による甲状腺障害に関するリスク解析についてドイツ連邦

放射線防護機関の Bernd Grosche博士と打ち合わせを行っ

た。また、同年 9月 16日から 19日にかけて、セミパラチ

ンスクのカザフスタン放射線医学環境研究所を訪問し研究

に関する打ち合わせを行った。

10. その他
1）Roy E. Shore副理事長が、放射線治療後の乳がんに関す

るWECARE研究に重点を置いた、乳がんリスクに対す

る放射線影響の遺伝因子および環境因子による修飾に関
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する会議に、欧米の研究所の研究者らと共に出席した。

この会議は 2013年 5月 21日と 22日の両日、米国ニュー

ヨークで開かれた。
2）長崎疫学部の早田みどり研究員（嘱託）が、長崎大学大

学院国際健康開発研究科の依頼により、2013年 12月 11

日から 15日にかけて、マニラのフィリピン・ジェネラ

ルホスピタルを訪ね、フィリピンがん協会の代表者と研

究打ち合わせを行った。また、セント・ルーカスホスピ

タルの院内がん登録を見学した。
3）Roy E. Shore副理事長は、2014年 2月 21日から 23日ま

で東京で開かれた放射線と甲状腺がんに関する国際ワー

クショップにおいて、放射線被曝と甲状腺疾患リスクに

関する放影研の所見について発表した。

海外からの視察・研修などの受け入れ
　2013年度の受け入れ総数は、広島・長崎の両研究所を合

わせて 90人だった（一般見学者を除く）。

【広島 84人】

放射線被曝者医療国際協力推進協議会（HICARE）関
連（13 人）
1）韓国関係（8人）

　2013年 7月 11日、韓国放射線被曝者医療従事者短期研

修団研修生 2人。2013年 11月 28日、在韓国被爆者医療研

修団研修生 6人。

2）その他（5人）

　2014年 1月 14日から 2月 14日まで、ラトビア研修生 1

人。2014年 2月 21日、ブラジル、米国、アルジェリア研

修生 4人。

国際協力機構（JICA）関連（8人）
　2013年 11月 6日、結核予防会結核研究所「平成 25年度
MDGs達成を目指した結核菌検査マネージメントコース」

研修生 8人（アフガニスタン、バングラデシュ、カンボジ

ア、ケニア、ミャンマー、フィリピン）。

放影研（厚生労働省国際交流調査研究事業）関連（2
人）
　2014年 1月 14日から 2月 14日まで、リガ・ストラディ

ンス大学研修生 1人。2014年 2月 3日から 28日まで、韓

国国立がんセンター研修生 1人。

日本原子力研究開発機構（JAEA） 関連（48 人）
1）2013年 7月 26日、「核物質及び原子力施設の物理的防護

に係る地域トレーニングコース」研修生 28人（バング

ラデシュ、カンボジア、インドネシア、ヨルダン、ラオ

ス、リトアニア、マレーシア、モンゴル、シンガポール、

タイ、トルコ、ウクライナ、ベトナム）。
2）2013年 11月 29日、「国内計量管理制度に関する国際ト

レーニングコース」研修生 20人（オーストラリア、バ

ングラデシュ、カンボジア、インドネシア、ヨルダン、

マレーシア、モルドバ、ミャンマー、ネパール、タイ、

トルコ、アラブ首長国連邦、ウクライナ、ウズベキスタ

ン、ベトナム、オーストリア）

文部科学省関連（10人）
2014年 1月 17日、名古屋大学大学院医学系研究科

　「2013－2014年度ヤング・リーダーズ・プログラム名古

屋大学大学院医学系研究科修士課程医科学専攻医療行政

コース」研修生 10人（モンゴル、ラオス、キルギス、バ

ングラデシュ、アフガニスタン）。

放影研・クアキニ病院研究会議（NI-HON-SAN
〔Nippon-Honolulu-San Francisco〕）共同研究関連
（3人）
　米国ハワイのクアキニヘルスシステムの Gary K. 梶原プ

レジデント&CEO、Ellen T. Knightスペシャルプロジェク

トコンサルタント、三木信幸クアキニ病院副院長が 2013

年 11月 12日、NI-HON-SAN循環器共同研究に関する会議

のため来所した。

【長崎 6 人】

長崎・ヒバクシャ医療国際協力会 （NASHIM） 関連 （6人）
　2013年 7月 23日、2013年度 NASHIM研修生 6人（ロ

シア、ウクライナ、ベラルーシ、カザフスタン）。

長期研修者リスト（1カ月以上）

2013 年 10 月 24 日－2014 年 10 月 23 日
Caitlin M. Milder 米国ジョンズ・ホプキンス大学ブルーム

バーグ公衆衛生学部修士課程

　疫学部の監督の下に、疫学、Stataデータおよび統計解

析ソフトウェア、マイクロソフトエクセル、放射線疫学分

野における日本語に関する実用的な知識を深め、放射線生

物学および疫学、Epicure、放影研の歴史について洞察を
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得た。またフェイスブック開発チームの一員として、ソー

シャルメディアを用いた放射線リスク情報の伝達に関し放

影研に助言を与えた。

2014 年 1月 14 日－2月 14 日
Tatjana Bogdanova ラトビア、リガ・ストラディン大学病

院病理部病理学研修医
Svetlana Lakisa ラトビア、リガ・ストラディン大学職業安

全環境衛生研究所研究員

　放射線生物学／分子疫学部の免疫学研究室において、免

疫機能に対する放射線被曝の影響を研究するため、血液試

料からの単核球細胞分離手法ならびに免疫担当細胞内活性

酸素種の測定法などについて研修するとともに、細胞生物

学研究室において、放射線関連がんの研究のためのマイク

ロダイセクション法によるがん組織からのがん細胞の収集

と DNA突然変異の解析方法を習得した。遺伝学部細胞遺

伝学研究室においては、多色 FISH（蛍光 in situハイブリ

ダイゼーション）法について研修した。


